
三

第
三
編
調
庸
関
係
銘
文

補
訂
（
続
）

本
節
で
は
、『
正
倉
院
紀
要
』
第
四
〇
号
に
掲
載
し
た
前
編
に
続
き
、
松
嶋
順
正
著

『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
第
三
編
補
訂
版
の
後
編
を
提
示
し
、
若
干
の
所
見
を
加
え

る
。
対
象
品
目
は
、
平
織
物
の
絁
、
紋
織
物
の
綾
、
そ
し
て
繭
か
ら
取
れ
る
綿
（
キ
ヌ

ワ
タ
）
で
あ
る
。
比
較
的
高
級
な
紋
織
物
の
綾
は
、
僅
か
一
例
に
過
ぎ
ず
、
直
接
文
字

を
書
け
な
い
綿
は
、
別
紙
に
所
定
の
内
容
を
記
入
し
て
包
み
に
添
え
た
も
の
（
調
綿
紙

箋
）
が
六
例
残
る
だ
け
で
、
ほ
か
は
す
べ
て
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
絁
の
遺
例
で
あ
る
。

な
お
前
編
は
、
麻
布
に
書
か
れ
た
調
庸
関
係
銘
文
を
対
象
と
し
て
、
同
じ
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
正
倉
院
宝
物
特
別
調
査
麻
調
査
報
告
」
と
関
連
を
持
た
せ
た
が
、
後
編
に
収
載
し

た
絁
・
綾
・
調
綿
紙
箋
は
、
特
に
関
連
づ
け
る
論
考
等
は
な
い
。
た
だ
し
全
体
の
体
裁

以
下
、
基
本
的
に
前
編
に
な
ら
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
品
目
の
排
列
順
は
、
原
著
№
を
基
準
に
、
追
加
分
を
適
宜
織
り
込
む
こ
と

に
し
た
が
、
補
訂
と
前
編
麻
布
分
の
抽
出
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
に
順
序
の
乱
れ
が
生

じ
る
結
果
と
な
っ
た
（
こ
の
欠
を
補
う
た
め
調
査
対
象
の
全
体
を
総
合
表
と
し
て
付

載
）
。
ま
た
項
目
名
は
原
著
の
記
載
を
尊
重
し
、
訂
正
を
加
え
た
場
合
は
、
◎
以
下
の
注

記
の
な
か
で
触
れ
た
。
釈
文
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
釈
読
結
果
を
示
し
、
原
著
と

の
異
同
の
示
し
方
は
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
注
記
に
は
、
縦
横
の
寸
法
・
銘
文

と
国
印
の
位
置
・
織
り
耳
・
原
著
の
図
版
番
号
等
を
記
し
た
。
さ
ら
に
正
倉
院
の
繊
維

に
関
す
る
先
行
研
究
で
あ
る
布
目
順
郎
「
正
倉
院
の
繊
維
類
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀

要
』
第
二
六
号
、
昭
和
五
〇
年
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
品
目
を
、「
布
目
絹
№
―
」
の
略

称
で
示
し
た
。

後
編

絁
・
綾
・
綿
紙
箋
の
部

◆

常
陸
国

【
前
編
採
録
分
あ
り
】

一

黄
絁
袷
幡
鎮
袋
（
南
倉
一
四
四
ノ
一
）

（
マ
マ
）

（
袋
底
縁
）
常
陸
國
筑
波
郡
筑

□
□
黄
絁
壹
端＝

＝

〔
専
ヵ
〕

□
當
國
司
□
正
七
位
上
林
連
廣
山

郡
司
副
擬
□
領
大
初
位
上
丈
部
直
佐
弥
万
呂

天
平
寳
字
二
年
十
月

正
倉
院
の
繊
維
製
品
と
調
庸
関
係
銘
文

―
―
松
嶋
順
正
『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
第
三
編
補
訂

後
編

杉

本

一

樹

（１６４）

（
一
）
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◎
調
黄
絁
。
絁
二
幅
を
並
べ
て
継
ぎ
、
深
さ
方
向
に
観
音
折
り
、
さ
ら
に
二
つ
折
り
と
し

て
、
最
終
的
に
は
広
い
開
口
の
袷
の
袋
に
仕
立
て
る
。
こ
の
た
め
銘
文
の
あ
る
一
幅
の
端

は
袋
の
内
側
底
部
に
来
る
。
両
耳
を
存
し
幅
五
七
・
五
㎝
。
銘
文
の
右
が
絁
の
端
。
国
郡
名

に
か
け
て
朱
方
印
「
常
陸
國
印
」
一
顆
。
郡
名
の
後
の
「
筑
」
を
加
え
、
国
郡
司
割
書
の
釈

読
を
改
め
た
。『
正
倉
院
年
報
』
第
八
号
年
次
報
告
参
照
。
幡
鎮
袋
の
銘
文
は
《
第
二
編
二

二
〇
》。
原
著
図
版
95
。
布
目
絹
№
66
・
67
。

二

緋
絁
断
片

（
帖
装
六
九
九
）

（
1
）（
常
）陸

國
筑
波
郡

（
2
）

戸
主

◎
細
片
化
し
た
絁
。
帖
装
は
古
裂
帖
と
も
い
い
、
古
裂
整
理
の
方
式
の
一
つ
。
裂
片
を

貼
っ
た
台
紙
を
帳
冊
と
し
て
ま
と
め
る
。（
1
）
の
「
筑
波
」
ま
で
を
左
・
下
辺
と
す
る
国

印
の
左
下
隅
の
印
影
が
認
め
ら
れ
る
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
年
次
報
告
参
照
。（
2
）

の
釈
読
は
困
難
。
姑
く
原
著
に
従
っ
て
こ
こ
に
置
く
。

◆

上
野
国

【
前
編
採
録
分
あ
り
】

二
七

黄
絁

緋
絁
黄
絁
合
縫

（
南
倉
一
四
八
ノ
六
〇
）（
凾
装
一
二
）

（
マ
マ
）

上
野
國
新
田
郡
淡
甘
郷
戸
主
矢
田
部
根
麻
呂
調
黄
壹
匹
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸

天
平
勝
寳
四
年
十
月＝

＝

主
當
國
司
正
六
位
上
行
介
阿
倍
朝
臣
息
道

郡
司
擬
少
領
无
位
他
田
部
君
足
人

◎
緋
絁
・
黄
絁
各
五
幅
を
継
い
で
表
裏
に
縫
い
合
わ
せ
た
大
型
の
幕
状
製
品
。
調
銘
は

端
列
に
位
置
す
る
黄
絁
の
片
端
（
製
品
全
体
か
ら
見
れ
ば
一
隅
）
に
あ
る
。
表
に
あ
ら
わ
れ

た
幅
で
五
〇
㎝
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
国
郡
名
（「
上
野
國
新
」）、
輸
貢
記
載
の
尾
端

（「
壹
匹
」
か
ら
割
書
の
最
後
ま
で
）、
国
郡
司
（「
主
當
」
か
ら
割
書
の
初
め
）
の
計
三
箇

所
に
、
朱
方
印
「
上
野
國
印
」
三
顆
（
や
や
右
に
偏
心
）。
中
央
部
に
は
「
東
大
寺
」「
寺
院
」

の
墨
書
が
あ
る
《
未
収
》。
原
著
図
版
119
。
布
目
絹
№
70
・
71
。

◆

武
蔵
国

【
前
編
採
録
分
あ
り
】

五
三

赤
絁
断
片

（
帖
装
三
八
八
）

（
武
蔵
国
埼
玉
）郡

笠
原
郷
戸
主
宅〔
部
〕

□
□

調
絁
壹
□

◎
細
片
化
し
た
絁
。
二
片
は
中
間
欠
を
は
さ
ん
で
接
合
。
天
辺
は
織
り
耳
。
国
郡
名
に
朱

方
印
「
武
蔵
國
印
」
一
顆
。
右
に
偏
心
し
て
い
る
の
で
銘
文
の
左
が
絁
の
端
と
推
定
さ
れ
る
。

『
正
倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
139
。
布
目
絹
№
86
・
87
。

追
加
三
五

緑
絁
紅
絁
袷
覆
残
欠

第
六
号
其
二

（
南
倉
一
四
五
ノ
六
）

（
赤
絁
紐
墨
書
） 〔
国
司
〕

〔
下
佐
味
〕
〔
比
〕

□
□
史
生
従
八
位
□
□
□
朝
臣
□
奈
麻
呂

◎
緑
絁
・
紅
絁
各
七
幅
以
上
を
継
い
で
表
裏
に
縫
い
合
わ
せ
た
大
型
の
覆
状
の
製
品
。

使
用
時
に
固
定
す
る
た
め
の
赤
絁
紐
を
そ
な
え
、
こ
こ
に
調
銘
が
残
る
。
両
耳
を
存
し
幅

五
六
㎝
。
銘
文
は
右
方
の
一
部
（
割
書
右
行
の
国
司
名
）
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
墨
書

（１６３）

（
二
）
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と
国
印
の
位
置
関
係
か
ら
み
て
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
現
在
見
え
て
い
る
紐
の
幅
五
㎝
ほ

ど
の
続
き
は
、
裏
に
畳
み
込
ん
で
縫
い
閉
じ
ら
れ
、
左
右
の
状
況
不
明
。
天
か
ら
約
六
㎝
下

が
り
の
位
置
（
墨
書
よ
り
か
な
り
上
方
）
に
朱
方
印
「
武
蔵
國
印
」
一
顆
（
右
に
偏
心
）。

『
正
倉
院
年
報
』
第
九
号
年
次
報
告
、
毎
日
新
聞
社
『
正
倉
院
宝
物
』
8
南
倉
Ⅱ
参
照
。
こ

の
袷
覆
残
欠
は
本
体
に
「
四
継
目
廿
一
条
」「
一
継
目
廿
一
条
」
の
墨
書
《
未
収
》、
別
の
紐

に
別
の
調
庸
関
係
墨
書
（
国
名
未
詳
追
加
五
〇
）
あ
り
。

◆

越
中
国

六
六

紙
箋

（
中
倉
一
四

東
南
院
三
櫃
三
一
巻
）

越
中
國
射
水
郡
川
口
郷
戸
主
中
臣
部
照
麻
呂
戸
調
白
牒
綿
一
屯

天
平
勝
寳
六
年
十
月
廿
一
日

◎
調
綿
の
紙
箋
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
二
顆
。
原
著
図
版
150
。

六
七

紙
箋

（
帖
装
五
二
三
）

越
中
國
射
水
郡
布
西
郷

千
嶋
戸
調
白
綿
壹
牒

天
平
勝
寳
六
年

◎
調
綿
の
紙
箋
。「
布
」
は
「
大
」
に
重
ね
書
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
二
顆
。
原
著
図
版
151
。

六
八

紙
箋

（
中
倉
二
〇

続
々
修
四
六
帙
七
巻
）

越
中
國
射
水
郡
寒
江
郷
戸
主
三
宅
黒
人
戸
牒

天
平
勝
寳
四
年
十
月
十
八
日

◎
調
綿
の
紙
箋
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
二
顆
。
原
著
図
版
152
。

六
九

紙
箋
断
片

（
中
倉
二
〇

続
々
修
四
六
帙
七
巻
）

越
中
國
射
水
郡
三
嶋
郷
戸
主
射
水
臣

◎
調
綿
の
紙
箋
断
片
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
一
顆
。
原
著
図
版
153
。

七
〇

紙
箋
断
片

（
帖
装
五
二
三
）

（
越
中
）國

射
水
郡〔
布
ヵ
〕

□

◎
調
綿
の
紙
箋
断
片
。
原
著
で
は
「
郡
」
の
次
を
木
偏
の
文
字
と
見
て
、「
櫛
田（
郷
）」

の
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
六
七
と
同
じ
く
「
大
」
に
重
ね
書
し
た
「
布
」
の
残
画
の
可
能

性
が
あ
る
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
一
顆
。

七
一

紙
箋
断
片

（
軸
装
七
九
）

（
越
中
国
某
郡
某
郷
）

戸
主
建
部
天
生
戸
輸
調
白

十
月
十
八
日

◎
調
綿
の
紙
箋
断
片
。
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
二
顆
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
〇
号

杉

（１６２）

（
三
）
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本
報
告
（
の
ち
杉
本
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
に
再
録
）
参
照
。
原
著
図
版
154
。

七
二

林
邑
楽
用
物
心
絁

（
南
倉
一
二
八
）

越
中
國
鳳
至
郡
大
屋
郷
舟
木
秋
麻
呂
調
狭
絁
壹
疋
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸＝

＝

天
平
勝
寳
五
年
十
月
主
當
國
司
正
七
位
上
行
掾
阿
倍
朝
臣
継
人

主
當
郡
司
大
領
外
正
八
位
下
能
登
臣
智
麻
呂

◎
南
倉
一
二
八
林
邑
楽
用
物
は
、『
正
倉
院
御
物
目
録
』（
正
倉
院
宝
物
の
目
録
。
明
治

四
一
年
（
一
九
〇
八
）
宮
内
省
宝
器
主
管
か
ら
奈
良
帝
室
博
物
館
に
引
継
）
で
は
「
林
邑
楽

用
物
貳
裹
状
似
舞
筵
縁
邊
之
具
、
有
承
和
四
年
三
月
十
二
日
注
文
、
林
○
○
三
綱
所
卅
四
布
等
字
可
見
」

と
一
番
号
を
立
て
る
宝
物
で
あ
る
。
昭
和
二
五
年
に
は
南
倉
二
〇
三
号
櫃
の
納
物
と
し
て

仮
調
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
は
三
裹
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
松
嶋
氏
の
紹
介
は

こ
の
旧
調
書
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
現
在
も
未
整
理
で
、
毎
日
新
聞
社
『
正
倉
院
宝
物
』

8
南
倉
Ⅱ
に
未
収
録
。
旧
調
書
の
復
原
で
は
、
縦
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
メ
ー
ト
ル
の

横
長
大
型
の
製
品
で
、
材
料
に
夾
纈
羅
・
夾
纈
絁
な
ど
を
使
用
し
た
装
飾
性
の
あ
る
水
引

幕
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。
七
二
は
製
品
の
四
周
を
巡
る
幅
約
二
四
㎝
の
縁
に

用
い
た
赤
絁
の
銘
文
。
生
絹
風
の
風
合
い
を
も
つ
。
裂
地
を
必
要
な
幅
に
合
わ
せ
て
、
最
初

に
二
つ
折
り
に
し
、
余
分
は
内
に
折
り
込
む
や
り
方
で
絁
一
幅
（
推
定
五
六
㎝
）
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
、
両
耳
を
存
す
る
と
見
ら
れ
る
。
銘
文
は
天
辺
か
ら
約
六
・
五
㎝
下
が
り
で
書

き
出
し
、
小
ぶ
り
の
文
字
が
上
下
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
比
較
的
密
に
ま
と
ま
る
。
銘
文
の
左
が

裂
の
端
。
輸
貢
記
載
の
尾
部
、
国
郡
司
名
割
書
に
、
朱
方
印
「
越
中
國
印
」
二
顆
（
右
に
偏

心
）。
国
郡
郷
名
に
は
見
え
な
い
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
四
一
号
年
次
報
告
参
照
。
林
邑
楽
用

物
の
銘
文
と
し
て
松
嶋
原
著
に
採
ら
れ
た
七
二
・
一
〇
七
・
一
〇
八
は
、
す
べ
て
製
品
の

芯
裂
・
裏
裂
の
絁
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◆

越
前
国

追
加
三
六

半
臂
残
欠
臈
纈
絁
襴

（
南
倉
一
八
五

一
三
〇
号
櫃

雑
三
六
号
其
二
）

（
絁
襴
墨
書
）
越
前
國
足
羽
郡
川
合
郷
戸
主
大
伴
大
人
絁
壹
匹

天
平
十
五
年

◎
調
絁
を
用
い
た
襴
。
半
臂
の
裾
飾
り
で
、
本
体
は
別
に
伝
存
す
る
。
天
辺
は
織
り
耳
、

地
辺
切
断
。
製
品
の
幅
四
〇
・
三
㎝
。
銘
文
の
左
に
絁
の
端
。
国
印
見
え
ず
。
こ
の
銘
文
は

松
嶋
氏
が
私
家
版
の
正
誤
表
で
追
補
し
て
い
た
。『
正
倉
院
年
報
』
第
三
号
年
次
報
告
参
照
。

◆

甲
斐
国

七
三

白
絁
金
青
袋

（
北
倉
一
四
一
）

甲
斐
國
山
梨
郡
可
美
里
日
下
部
□〔
調
ヵ
〕

□
絁
一
匹

和
銅
七
年
十
月

◎
一
枚
の
絁
を
四
つ
折
り
に
し
、
底
と
一
方
の
脇
を
縫
い
閉
じ
た
袷
の
袋
。
両
耳
を
存

し
幅
約
六
三
㎝
。
銘
文
の
左
に
絁
の
端
。
輸
貢
記
載
の
尾
端
お
よ
び
年
月
に
、
朱
方
印
「
甲

斐
國
印
」
二
顆
。
銘
文
に
左
揃
え
で
右
に
偏
心
。
金
青
袋
の
銘
文
は
《
第
二
編
三
四
》。『
正

倉
院
紀
要
』
第
三
四
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
155
。
布
目
絹
№
56
・
57
。

（１６１）

（
四
）
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七
四

太
孤
児
面
袋
白
絁
裏

（
南
倉
五
ノ
一
三
）

（
甲
斐
）國

巨
麻
郡
青
猪
郷
物
部
高
嶋
調
絁
壹
匹
長
六
丈

闊
一
尺
九
寸

正
八
位

連
恵
文

◎
表
裂
に
麻
布
、
裏
裂
に
絁
を
用
い
、
綿
入
れ
と
し
た
伎
楽
面
袋
。
両
脇
を
縫
い
閉
じ
て

作
り
、
口
縁
部
の
内
側
に
調
絁
の
銘
が
あ
る
。
製
品
の
幅
五
三
㎝
。
絁
の
損
傷
が
進
み
詳
細

不
明
。
銘
文
の
左
に
絁
の
端
。
国
郡
郷
名
お
よ
び
輸
貢
記
載
の
尾
端
に
、
朱
方
印
「
甲
斐
國

ヌ
マ

印
」
二
顆
（
右
に
偏
心
）。
郷
名
「
猪
」
は
「
潴
」
の
省
画
か
（
原
著
は
「
沼
」）。
下
方
の

人
名
は
割
書
左
行
。
面
袋
の
銘
文
は
《
第
一
編
四
九
》
で
、
天
平
勝
宝
四
年
の
東
大
寺
大
仏

開
眼
会
所
用
面
。「
基
永
師
」
の
注
記
が
あ
る
。
原
著
図
版
156
。
布
目
絹
№
64
・
65
。

追
加
三
七

幡
類
残
欠

第
一
二
九
号
櫃
第
一
六
三
号

（
南
倉
一
八
五
）

（
墨
書
な
し
）

◎
夾
纈
絁
大
幡
の
坪
界
（
現
第
一
・
二
坪
間
）
地
裂
の
白
絁
。
朱
方
印
「
甲
斐
國
印
」
一

顆
（
右
半
の
み
）
が
残
る
。

◆

伊
豆
国

【
前
編
採
録
分
あ
り
】

八
四

緋
絁
帳
緋
絁
紐

（
南
倉
一
四
八
ノ
三
五
其
一
）

伊
豆
國
田
方
郡
依
馬
郷
委
文
連
大
川
調
緋
狭
絁
壹
匹
長
六
丈

闊
一
尺
九
寸＝

＝

天
平
勝
寳
七
歳
十
月
主
當
國
司
史
生
正
八
位
下
道
祖
戸
酒
人

郡
司
主
帳
外
従
八
位
下
矢
作
部
上
麻
呂

◎
褥
裏
裂
と
思
わ
れ
る
緋
絁
に
取
り
付
け
た
紐
。
緋
狭
絁
を
二
つ
折
り
で
作
り
（
紐
幅

二
㎝
）、
本
体
と
同
裂
と
見
ら
れ
る
。
調
絁
の
織
り
幅
を
紐
の
長
さ
方
向
に
用
い
、
現
在
五

二
㎝
存
。
両
耳
と
も
確
認
で
き
な
い
。
銘
文
は
紐
の
付
け
根
と
反
対
側
が
天
で
、
天
辺
か
ら

は
少
し
下
が
っ
て
書
き
出
す
。
絁
の
端
が
左
右
い
ず
れ
か
は
決
し
が
た
い
。
朱
印
の
痕
跡

な
し
（
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
も
検
出
さ
れ
ず
）。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
〇
号
、
第
四
一
号
の
各

年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
163
。
布
目
絹
№
96
・
97
。

◆

遠
江
国

八
八

黄
絁

（
南
倉
一
四
八
ノ
三
六
）

遠
江
國
敷
智
郡
竹
田
郷
戸
主
刑
部
真
須
弥
調
黄
絁
六
丈

天
平
十
五
年
十
月

（
他
端
）
遠
江
國
敷
智
郡
竹
田
郷
戸
主
刑
部
真
須
弥
調
黄
絁
六
丈

天
平
十
五
年
十
月

◎
一
匹
完
存
の
調
黄
絁
。
長
さ
一
七
八
三
㎝
は
規
定
通
り
の
六
丈
に
合
致
す
る
。
両
耳

を
存
し
幅
五
六
㎝
。
刈
安
で
染
め
、
重
さ
六
六
二
グ
ラ
ム
。
現
状
を
中
表
に
巻
い
た
状
態
と

見
な
せ
ば
、
両
端
の
墨
書
は
全
く
同
文
で
、
端
裏
・
奥
裏
に
相
当
す
る
位
置
に
書
か
れ
て

い
る
。
初
め
の
銘
文
（
原
著
の
首
端
）
の
左
、
他
端
（
原
著
の
尾
端
）
の
銘
文
の
右
に
絁
の

端
が
来
る
。
書
き
出
し
は
天
か
ら
七
㎝
な
い
し
一
〇
㎝
下
が
り
、
端
ま
で
の
ア
キ
も
四
㎝

内
外
と
り
、
ゆ
っ
た
り
書
か
れ
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。
両
端
と
も
国
郡
名
に
朱
方
印
「
遠

江
國
印
」
一
顆
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
三
一
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
165
。
布
目
絹
№

60
・
61
。

（１６０）

（
五
）
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八
九

白
絁
断
片

（
軸
装
九
三
）

遠
江
國
山
名（
郡
）

◎
帯
様
の
製
品
（
長
さ
二
八
・
八
㎝
）
の
断
片
。
天
辺
は
織
り
耳
に
近
く
、
下
辺
は
切
断
。

幅
九
㎝
存
。
書
き
出
し
は
天
か
ら
六
・
五
㎝
ほ
ど
下
が
り
、
国
郡
名
以
下
に
朱
方
印
「
遠
江

國
印
」
一
顆
（
銘
文
に
右
上
隅
揃
え
で
左
に
偏
心
）。
布
目
絹
№
88
・
89
。

九
〇

臈
纈
絁

（
南
倉
一
八
五
第
一
二
九
号
櫃
道
場
幡
一
四
号
幡
脚
）

（
遠
江
国
城
）飼

郡
狭（
束
郷
）

◎
聖
武
天
皇
御
一
周
忌
所
用
の
錦
道
場
幡
の
脚
に
使
用
さ
れ
た
紫
臈
纈
絁
。
銘
文
の
一

部
が
表
面
に
見
え
る
の
み
で
、
裂
地
の
詳
し
い
情
報
は
不
明
。

◆

参
河
国

一
一
二

白
絁
�
残
欠

第
一
一
号

（
南
倉
一
四
六
ノ
一
一
）

（
1
）（
其
2
四
幅
の
う
ち
一
段
目
）

〔
八
ヵ
〕
□
田
郷
水
取
部
得
麻
呂
調
絁
壹
匹
六
丈

天
平
十
四
年
九
月
廿
日＝

＝

主
當
國
司
目
従
七
位
下
葛
井
連
立
足

郡
司
少
領
外
従
七
位
下

（
2
）（
其
2
四
幅
の
う
ち
二
段
目
）

参
河
國
寳
飫
郡
赤
孫
郷
戸
主
他
田
兄
國
調
絁
壹
匹
六
丈

天
平
十
四
年
九
月
廿
日＝

＝

主
當
〔
目
ヵ
〕

國
司
□
従
七
位
下
葛
井
連

郡
司
少
領
外
従
七
位
下
□
□
□

（
3
）（
其
3
Ｂ
四
幅
の
う
ち
三
段
目
）

参
河
國
□

□
郷
戸
主
神
人
部
時
人
調
絁
壹
匹
六
丈

天
平
十
六
年
九
月
廿
日＝

＝

主
當
國
司
目
従
七
位
上
六
人
部
連
倉
人

郡
司
少
領
従
八
位
下
依
網
連
□
主

◎
四
幅
（
以
上
）
の
絁
を
継
い
だ
大
型
の
帳
。
整
理
の
際
、
製
品
の
断
片
を
大
き
く
其
1

〜
其
3
の
三
群
に
分
け
て
お
り
、
銘
文
は
其
2
・
其
3
に
あ
る
。
其
2
の
主
体
部
は
四
幅

の
絁
で
（
四
幅
目
は
僅
存
）、
製
品
の
現
存
寸
法
は
縦
一
六
六
㎝
、
横
四
一
一
㎝
。
三
幅
の

う
ち
、
別
裂
と
の
綴
じ
合
わ
せ
の
痕
が
な
く
製
品
の
端
と
見
ら
れ
る
側
か
ら
一
段
目
、
二

段
目
と
算
え
た
場
合
、
一
段
目
の
端
に
（
1
）、
同
じ
並
び
の
二
段
目
の
端
に
（
2
）
が
来

る
。
ま
た
、
其
3
の
う
ち
の
Ｂ
片
の
三
段
目
に
（
3
）
が
来
る
。
脆
弱
か
つ
破
損
が
進
行
し

た
大
型
染
織
品
に
記
さ
れ
た
墨
書
で
、
全
体
に
残
り
が
悪
く
、
既
出
の
情
報
が
い
さ
さ
か

錯
綜
し
て
い
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
時
系
列
に
沿
っ
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
る
。

ま
ず
松
嶋
原
著
（
一
九
七
八
年
刊
行
）
で
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
調
書
に
基
づ

き
（
1
）
全
体
と
（
2
）
の
国
郡
司
名
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
同
書
で
は
銘
文
の
位
置
を
示
す

た
め
（
1
）
に
「（
一
端
）」、（
2
）
に
「（
他
端
）」
の
注
記
を
加
え
る
が
、
こ
の
注
記
は
同

裂
の
両
端
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
訂
正
を
要
す
る
。
次
い
で
昭
和
五
九
年

か
ら
六
〇
年
（
一
九
八
四
―
五
年
）
に
か
け
て
、
白
絁
�
残
欠
第
一
一
号
（
其
1
〜
其
3
）

は
修
理
を
と
も
な
う
展
開
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
際
に
調
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
要
点

は
『
正
倉
院
年
報
』
第
八
、
九
号
に
分
載
さ
れ
た
。（
2
）
の
上
半
、（
3
）
は
こ
こ
で
新
た

に
紹
介
さ
れ
た
が
、
元
の
調
書
で
釈
読
に
検
討
の
余
地
を
残
す
箇
所
は
『
年
報
』
掲
出
を
見

合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
毎
日
新
聞
社
『
正
倉
院
宝
物
』
8
南
倉
Ⅱ
の
出
版
（
一
九
九
六

年
）
に
際
し
て
、（
1
）〜（
3
）
全
体
を
、
元
の
調
書
の
釈
読
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
踏
襲
し
、

（
2
）
を
美
濃
国
不
破
郡
と
推
定
し
て
掲
出
し
て
い
る
。

（１５９）

（
六
）
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今
回
、
現
物
の
確
認
を
含
め
た
釈
文
の
再
検
討
を
行
な
い
、（
1
）〜（
3
）
を
参
河
国
調

絁
と
す
る
新
た
な
案
を
提
示
し
た
。（
1
）
の
郷
名
は
、
絁
の
上
端
に
残
る
筆
画
が
左
払
い

風
の
筆
勢
を
見
せ
る
こ
と
か
ら
「
八
」
を
一
案
と
し
て
示
し
た
。
推
測
を
進
め
れ
ば
「
幡
豆

郡
八
田
郷
」
の
可
能
性
に
至
る
。
国
司
目
葛
井
立
足
は
、
こ
れ
ま
で
「
家
足
」
と
読
ま
れ
て

い
た
が
、
天
平
十
年
四
月
（
推
定
）
の
「
上
階
官
人
歴
名
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二
四
ノ
七

五
頁
）
に
参
河
目
と
し
て
見
え
る
「
葛
井
立
足
」
と
同
人
で
あ
ろ
う
。（
2
）
の
郷
名
は
筆

画
の
配
置
か
ら
絞
り
込
ん
だ
。（
3
）
も
参
河
と
読
め
、（
1
）（
2
）
と
異
な
る
年
代
な
が

ら
、
同
じ
九
月
二
十
日
の
日
付
を
記
す
こ
と
を
は
じ
め
、
銘
文
記
載
様
式
の
類
似
が
認
め

ら
れ
る
。
年
代
差
の
あ
る
同
じ
国
の
素
材
が
同
一
製
品
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意

味
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。（
1
）〜（
3
）
の
裂
地
は
す
べ
て
幅
五
六
㎝
ほ

ど
。（
2
）（
3
）
は
天
か
ら
約
六
㎝
下
が
っ
て
書
出
し
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
で
ア
キ
四
㎝

以
上
。
朱
印
由
来
と
お
ぼ
し
き
赤
色
の
付
着
物
が
処
々
に
認
め
ら
れ
る
が
、
明
瞭
に
印
と

認
識
で
き
る
も
の
は
な
い
。

◆

近
江
国

九
一

黄
綾
断
片
（
古
屏
風
装
五
五
ノ
一
）

（
南
倉
一
七
九
ノ
七
四
）

近
江
國
調
小
寳
花
綾
壹
匹
无
綾
文

織
蒲
生
郡
東
生
郷
田
尻
小
東
人

◎
調
黄
綾
の
断
片
。
平
地
綾
文
綾
で
八
稜
唐
花
文
を
あ
ら
わ
す
。
天
地
辺
と
も
切
断
。
縁

を
折
返
し
て
縫
う
。
幅
二
五
・
七
㎝
存
。
銘
文
は
現
状
の
天
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
高
さ
に
書

く
。
銘
文
の
左
が
綾
の
端
か
（
ア
キ
2
㎝
）。
印
見
え
ず
。
原
著
図
版
166
。
布
目
絹
№
43
。

◆

紀
伊
国

九
二

橡
絁
残
欠

（
南
倉
一
八
五
第
一
二
六
号
櫃
雑
二
四
号
）

（
紀
伊
国
名
草
郡
）〔
郷
〕

□
戸
主
榎
本
連
真
坂
調
橡
絁
壹
匹
長
六
丈＝

＝

天
平
勝
寳
八
歳
十
月
主
當
郡
司
擬
少
領
少
初
位
上
榎
本
連
千
嶋

主
當
國
司
掾
正
六
位
上
安
宿
戸
造
人
足

◎
褐
紫
色
絁
を
四
幅
、
さ
ら
に
方
向
を
変
え
て
二
幅
継
い
だ
大
型
の
単
（
ひ
と
え
）
の
製

品
。
一
隅
に
銘
文
が
残
る
。
天
辺
は
破
れ
、
地
辺
は
織
り
耳
で
、
幅
四
〇
㎝
存
。
銘
文
は
上

方
を
欠
き
、
そ
の
右
が
絁
の
端
。
印
は
確
認
で
き
ず
。
原
著
注
記
に
「
続
日
本
紀
に
天
平
神

護
元
年
十
月
紀
伊
行
幸
に
際
し
前
名
草
郡
少
領
榎
本
連
千
嶋
稲
二
千
束
を
献
ず
と
あ
る
」。

『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
〇
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
167
。
布
目
絹
№
76
・
77
。

◆

丹
後
国

九
三

赤
絁

碧
絁
赤
絁
合
縫

（
凾
装
二
〇
）（
中
倉
二
〇
二

八
六
号
櫃
）

丹
後
國
竹
野
郡
鳥
取
郷
深
田
里
戸
車
部
鯨
調〔
染
ヵ
〕

□
絁
壹
匹
長
六
丈

天
平
十
一
年
十
月

◎
碧
絁
・
赤
絁
を
合
わ
せ
縫
い
し
た
製
品
で
、
断
片
化
し
て
部
品
単
位
で
整
理
さ
れ
全

容
は
不
明
な
が
ら
幔
帳
の
類
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
状
態
が
悪
く
、
銘
文
と
地
裂
の
関

係
情
報
は
わ
か
り
に
く
い
。
ま
た
裂
の
模
造
品
製
作
に
際
し
て
、
復
元
し
た
国
印
を
二
顆

捺
し
た
が
、
原
品
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
原
著
で
別
筆
と
し
て
掲
出
す
る
文
字

は
、
近
い
位
置
に
重
な
っ
た
別
裂
の
銘
文
で
あ
り
、
追
加
四
九
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。『
正

（１５８）

（
七
）
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倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
168
。
布
目
絹
№
74
・
75
。

◆

但
馬
国

一
〇
四

緑
地
臈
纈
絁
断
片

（
古
屏
風
六
二
ノ
一

其
五
）

天
平
廿
年
十
月
専
當
國
司
史
生

◎
天
蓋
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
垂
飾
に
使
用
さ
れ
た
緑
地
臈
纈
絁
。
文
様
は
霞
襷
鳥
文
。

こ
の
一
片
は
屏
風
装
と
し
て
貼
交
整
理
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
の
「
年
」
を
天
に
朱
方
印
「
但

馬
國
印
」
一
顆
（
下
方
を
切
断
）。
や
や
右
に
偏
心
し
、
銘
文
の
左
が
絁
の
端
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
絁
に
調
の
銘
文
が
残
る
例
は
、
以
下
に
掲
げ
る
追
加
三
八
〜
追
加
四
〇
が
あ
る
。

古
屏
風
装
の
号
数
を
訂
正
し
た
。

追
加
三
八

方
形
天
蓋
残
欠

第
一
六
号

（
南
倉
一
八
二
）

（
臈
纈
絁
墨
書
）

□
巨
勢
朝
臣
古
麻
呂

◎
天
蓋
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
垂
飾
に
使
用
さ
れ
た
緑
地
臈
纈
絁
。
文
様
は
霞
襷
鳥
文
。

外
郭
地
辺
と
見
ら
れ
る
朱
印
影
が
残
る
。
一
〇
四
と
の
間
に
四
字
ほ
ど
の
欠
を
は
さ
ん
で
接

続
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。『
正
倉
院
年
報
』
第
五
号
年
次
報
告
参
照
。

追
加
三
九

天
蓋
残
欠

（
南
倉
一
八
五

一
二
八
号
櫃

雑
三
六
号
）

壹
匹
□
丈

◎
天
蓋
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
垂
飾
に
使
用
し
た
緑
地
臈
纈
絁
。
文
様
は
霞
襷
鳥
文
。

一
〇
四
ほ
か
の
関
連
品
が
あ
る
。『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
八
号
正
倉
院
年
報
で
紹
介
。
印
は

不
明
。追

加
四
〇

緑
地
臈
纈
絁
断
片

（
帖
装
六
九
九
）

□
郷
戸
主
大
生

◎
緑
地
臈
纈
絁
の
細
片
。
印
は
不
明
。
一
〇
四
、
追
加
三
八
、
追
加
三
九
と
の
関
連
が
想

定
さ
れ
る
。

追
加
四
一

大
幡
残
欠

第
六
号

（
南
倉
一
八
四
）

（
幡
身
下
堤
芯
裂
絁
墨
書
）
〔
位
〕

□
下
髙
麗
朝
臣
□

◎
聖
武
天
皇
御
一
周
忌
に
使
用
し
た
大
幡
の
、
幡
身
と
幡
脚
と
を
区
切
る
下
堤
の
芯
に

使
用
さ
れ
た
絁
。
銘
文
は
錦
の
表
裂
の
隙
間
か
ら
一
部
を
う
か
が
う
の
み
で
、
地
裂
と
の

関
係
情
報
は
不
明
。
国
司
名
の
一
部
と
見
ら
れ
る
が
、
左
右
に
割
書
の
対
と
な
る
墨
書
は

確
認
で
き
な
い
。
朱
方
印
「
但
馬
國
印
」
一
顆
。
や
や
右
に
偏
心
し
、
銘
文
の
左
が
絁
の
端

で
あ
ろ
う
。『
正
倉
院
年
報
』
第
一
八
号
尾
形
充
彦
「
正
倉
院
の
大
幡
」
お
よ
び
毎
日
新
聞

社
『
正
倉
院
宝
物
』
10
南
倉
Ⅳ
参
照
。

（１５７）

（
八
）
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◆

播
磨
国

九
四

緋
絁
櫃
覆
町
形
帯

四
条

（
南
倉
一
四
七
ノ
九
号
其
一
、
一
〇
号
其
四
・
其
一
八
・
其
二
七
）

（
1
）（
九
号
其
一
）
播
磨
國
飾
磨
郡
巨
智
郷
戸
主
己
智
田
主
調
緋
染
狭
絁

（
2
）（
一
〇
号
其
四
）

司
介
従
五
位
上
縣
犬
養
宿

司
外
従
八
位
上
大
領
播
□
〔
磨
ヵ
〕

（
3
）（
一
〇
号
其
一
八
）
國
司
介
従
五
位
上
縣
犬
養
宿
祢
古
万

郡
司
大
領
外
従
八
位
上
播
磨
直
廣

（
4
）（
一
〇
号
其
二
七
）

□
緋
染
狭
調
絁
壹
匹

◎
布
の
芯
を
赤
絁
で
包
ん
だ
町
形
帯
（
九
号
。
帯
幅
六
㎝
）
お
よ
び
櫃
覆
の
固
定
用
の
紐

（
一
〇
号
。
紐
幅
二
・
八
㎝
）。
追
加
二
二
の
櫃
覆
町
形
帯
と
同
じ
く
聖
武
天
皇
御
葬
儀
関

係
品
で
、
同
種
の
町
形
帯
・
紐
は
多
数
伝
わ
り
、
麻
布
の
芯
や
赤
絁
が
大
量
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
表
裂
の
絁
は
、
調
銘
を
内
側
に
隠
す
よ
う
に
芯
を
包
む
の
で
、
表
側
か
ら
左
文
字

の
墨
書
を
観
察
し
た
。
い
ず
れ
も
印
は
見
え
ず
。
国
名
の
明
ら
か
な
（
1
）
以
外
も
原
著
ど

お
り
播
磨
国
調
絁
と
見
て
よ
い
。
表
側
に
書
か
れ
た
製
品
に
関
わ
る
銘
記
は
《
第
一
編
二

七
六
・
二
七
七
》。
布
目
絹
№
78
・
79
。

◆

因
幡
国

追
加
四
二

紫
皮
裁
文
珠
玉
飾
刺
繍
羅
帯
残
欠

（
中
倉
九
五
）

〔
依
ヵ
〕

□
人
調
白
絁
長
六
丈

◎
羅
の
地
裂
に
刺
繍
を
施
し
、
珠
玉
・
紫
皮
裁
文
で
飾
っ
た
帯
。
刺
繡
の
下
地
に
は
羅

と
絁
を
二
枚
重
ね
で
用
い
、
こ
の
絁
の
銘
文
が
帯
裏
側
か
ら
見
え
る
。『
正
倉
院
紀
要
』
第

二
五
号
「
正
倉
院
宝
物

刺
繍
調
査
報
告
」
参
照
。
絁
の
幅
を
帯
の
長
さ
方
向
に
用
い
る

が
（
幅
四
五
㎝
存
）、
絁
が
断
片
化
し
、
修
理
の
手
も
加
わ
っ
て
、
当
初
の
状
態
を
う
か
が

い
が
た
い
（
本
来
は
書
記
面
を
内
側
に
仕
立
て
て
い
た
も
の
を
、
墨
書
の
あ
る
断
片
だ
け

修
理
時
に
裏
返
し
て
貼
っ
て
い
る
）。
内
面
に
朱
方
印
「
因
播
國
印
」
二
顆
。

◆

伯
耆
国

九
五

白
絁
断
片

（
軸
装
二
一
七
）

伯
耆
國
會
見
郡
安
曇
郷
戸
主
間
人
安
曇
□
調
狭
絁
壹
匹

◎
断
片
化
し
た
絁
。
軸
装
は
古
裂
整
理
の
方
式
の
一
つ
。
裂
片
を
貼
っ
た
台
紙
を
継
い

で
巻
軸
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
帖
装
よ
り
大
型
の
裂
片
に
適
用
さ
れ
る
例
が
多
い
。
軸
装

二
一
七
号
に
は
、
有
文
字
裂
四
二
片
を
類
集
す
る
。
九
五
は
天
地
と
も
に
破
れ
、
幅
一
八
㎝

存
。
銘
文
は
現
状
の
上
端
か
ら
四
・
三
㎝
下
が
り
で
書
き
出
す
。
国
郡
名
、
輸
貢
記
載
の
尾

端
に
朱
方
印
「
伯
耆
國
印
」
二
顆
。
右
に
偏
心
し
、
銘
文
の
左
が
絁
の
端
と
推
定
さ
れ
る
。

『
正
倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
169
。
布
目
絹
№
92
・
93
。

（１５６）

（
九
）
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◆

阿
波
国

九
六

黄
絁
白
絁
袷
覆

（
南
倉
一
四
五
ノ
七
）

阿
波
國
麻
殖
郡
川（
郷
脱
ヵ
）

嶋
少
楮
里
戸
主
忌
部
為
麻
呂
戸
調
黄
絁
壹
匹

天
平
四
年
十
月

◎
黄
絁
・
白
絁
を
合
わ
せ
縫
い
し
た
製
品
。
表
裏
と
も
一
幅
の
絁
を
用
い
た
細
長
い
形

状
（
縦
二
三
八
㎝
、
横
五
四
㎝
）
で
、
四
隅
に
黄
絁
の
紐
を
そ
な
え
る
。
表
の
黄
絁
に
銘
文

が
あ
る
。
両
耳
を
存
し
幅
は
約
五
六
㎝
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
書
記
面
は
本
来
袷
の
内
側

だ
が
、
裏
裂
の
白
絁
が
大
破
し
た
た
め
読
め
る
。
国
印
見
え
ず
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
〇

号
年
次
報
告
参
照
。
原
著
図
版
170
。
布
目
絹
№
84
・
85
。

◆

讃
岐
国

九
七

緑
絁
断
片

（
軸
装
二
一
七
）

讃
岐
國
三
木
郡
池
邊
郷
戸
主
□
田
□
□
□
□

〔
麻
呂
ヵ
〕

長
六
丈

◎
不
整
な
長
方
形
の
絁
片
。
褐
色
を
帯
び
て
い
る
。
天
辺
は
織
り
耳
近
く
を
切
断
か
。
幅

の
約
三
分
の
二
、
三
五
・
一
㎝
を
存
す
。
銘
文
は
現
状
の
上
端
か
ら
約
三
㎝
下
が
っ
て
書

き
出
す
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
で
、
斜
め
の
破
断
面
に
か
か
っ
て
下
方
の
文
字
は
欠
失
。
国

印
見
え
ず
。
原
著
図
版
171
（
上
半
の
み
）。

九
八

茶
絁
断
片

（
軸
装
九
三
）

〔
讃
〕

□
岐
國
鵜〔
足
〕

□
郡
小
川
郷
戸
主
大
伴
首
三
成
調
絁
壹
匹
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸

◎
調
絁
の
断
片
。
天
地
と
も
に
破
れ
、
幅
一
九
・
五
㎝
存
。
銘
文
は
裂
地
の
左
右
八
・
五

㎝
の
ほ
ぼ
中
央
に
書
か
れ
、
ど
ち
ら
に
絁
の
端
が
く
る
か
不
明
。
国
印
見
え
ず
。
原
著
図
版

172
。
布
目
絹
№
90
・
91
。

九
九

白
絁

（
南
倉
一
四
八
ノ
三
八
）

讃
岐
國
鵜
足
郡
川
津
郷
布
師
部
宮
麿
調
絁
壹
匹
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸

天
平
十
八
年
十
月

◎
調
絁
。
一
丈
に
満
た
な
い
長
さ
（
二
四
八
㎝
）
を
残
す
の
み
だ
が
、
製
品
へ
の
加
工
痕

は
見
え
ず
、
絁
一
匹
の
余
り
裂
と
し
て
残
っ
た
も
の
か
。
両
耳
を
存
し
幅
五
六
㎝
。
銘
文
の

左
が
絁
の
端
と
推
定
さ
れ
る
。
輸
貢
者
の
姓
に
つ
い
て
、
原
著
で
は
「
河
内
部
」
と
推
定
、

『
正
倉
院
年
報
』
第
一
八
号
年
次
報
告
で
読
み
を
「
土
師
部
」
と
改
め
、
絁
模
造
品
製
作
時

の
復
元
銘
文
に
も
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
が
、
今
回
別
案
を
提
示
し
た
。
布
師
姓
は
正
倉

院
文
書
で
経
師
・
画
師
の
名
に
も
見
え
、
ま
た
本
銘
文
を
著
録
し
た
「
法
隆
寺
聖
武
帝
御

几
褥
記
」（『
古
代
人
名
辞
典
』
所
引
。
原
書
未
確
認
。
明
治
以
前
の
本
品
の
情
報
に
基
づ
く

か
）
も
「
布
師
部
」
と
し
て
い
る
。
郡
郷
名
、
年
月
に
朱
方
印
「
賛
岐
國
印
」
二
顆
（
右
に

偏
心
）。
原
著
図
版
173
。
布
目
絹
№
62
・
63
。

（１５５）

（
一
〇
）
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一
〇
〇

酔
胡
従
面
袋
白
絁
裏

（
南
倉
五
ノ
九
）

讃
岐
國
鵜
足
郡
二
村
郷
𠮷
志
部
呼
鳥
調
絁
壹
匹
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸＝

＝

天
平
勝
寳
四
年
十
月
専
當
國
司
従
七
位
下
行
目
髙
志
連
倭
麻
呂

◎
表
裂
に
麻
布
、
裏
裂
に
絁
を
用
い
、
綿
入
れ
と
し
た
伎
楽
面
袋
。
七
四
と
同
種
の
品
で

あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
裂
を
横
使
い
し
て
底
と
片
脇
を
縫
い
閉
じ
て
袋
と
す
る
。
片
脇
の
裏

裂
外
面
に
袋
底
を
天
と
し
て
調
絁
の
銘
が
あ
る
。
両
耳
を
存
し
幅
五
三
㎝
。
銘
文
の
左
に

絁
の
端
。
輸
貢
記
載
の
尾
端
と
国
司
名
の
終
わ
り
か
け
の
位
置
に
、
朱
方
印
「
賛
岐
國
印
」

二
顆
（
右
に
偏
心
）。
原
著
図
版
174
。
布
目
絹
№
68
・
69
。

一
〇
一

白
絁

（
山
水
図
刺
繍
褥
残
欠
裏
）

（
中
倉
九
五
ノ
附
）

讃
岐
國〔
香
〕

□
河
郡

〔
廣
〕

□
一
尺
九〔
寸
〕

□

◎
羅
の
地
裂
に
刺
繍
で
山
水
図
を
あ
ら
わ
し
た
褥
。
羅
の
下
地
の
表
側
と
裏
裂
と
の
両

方
に
白
絁
が
使
わ
れ
、
裏
裂
の
ほ
う
に
銘
が
あ
る
。
製
品
全
体
が
大
破
し
て
断
片
の
位
置

も
当
初
の
ま
ま
で
は
な
く
、
地
裂
と
文
字
と
の
関
係
は
不
明
。
原
著
お
よ
び
毎
日
新
聞
社

『
正
倉
院
宝
物
』
5
中
倉
Ⅱ
で
は
郡
名
注
記
「
寒
河
」。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
四
号
年
次
報

告
と
実
見
に
基
づ
き
訂
正
。
ま
た
、
国
印
は
天
地
逆
に
貼
ら
れ
た
裂
に
「
印
」
の
字
画
の
一

部
が
残
る
の
み
で
、「
賛
岐
國
印
」
印
影
の
全
容
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
所
属
表
記
も

訂
正
し
た
。
布
目
絹
№
94
・
95
。

一
一
三

白
絁
断
片

（
軸
装
二
一
七
）（
中
倉
二
〇
二

八
九
号
櫃
）

〔
絁
〕

□
壹
匹
長
六
丈

廣
□
□
九
寸

◎
断
片
化
し
た
絁
。
四
周
破
断
。
現
存
銘
文
全
体
に
朱
方
印
「
賛
岐
國
印
」
一
顆
（
右
に

偏
心
）。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
で
あ
ろ
う
。

追
加
四
三

白
絁
帳

第
三
号
其
一

（
南
倉
一
四
六
ノ
三
ノ
一
）

（
墨
書
な
し
）

◎
白
絁
三
幅
を
継
い
だ
帳
。
中
央
の
一
幅
の
端
、
天
地
ほ
ぼ
中
央
に
朱
方
印
「
賛
岐
國

印
」
一
顆
の
右
方
四
分
の
一
が
残
る
。
両
耳
を
存
し
幅
五
七
㎝
。
白
絁
帳
第
三
号
に
所
属
す

る
二
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
裂
三
枚
を
継
ぎ
、
同
形
同
大
（
二
九
六
㎝
／
二
八
六
㎝
×
一
六
七

㎝
）
で
あ
る
。
一
匹
六
丈
を
分
割
し
て
二
条
に
仕
立
て
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
他
端
に
相
当

す
る
銘
文
等
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
三
号
年
次
報
告
参
照
。

追
加
四
四

白
絁
�

第
一
〇
号

（
南
倉
一
四
六
）

（
墨
書
な
し
）

◎
白
絁
三
幅
を
継
い
だ
�
。
整
理
時
の
名
称
は
異
な
る
が
、
追
加
四
三
の
帳
と
同
種
の

製
品
（
二
九
三
㎝
×
一
六
四
・
五
㎝
）。
端
列
の
絁
の
片
端
に
、
天
地
を
三
分
す
る
高
さ
で
、

朱
方
印
「
賛
岐
國
印
」
二
顆
の
右
方
四
分
の
一
が
残
る
。
両
耳
を
存
し
幅
約
五
六
㎝
。
布
目

絹
№
80
・
81
。

（１５４）

（
一
一
）
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◆

伊
予
国

一
〇
二

白
絁
断
片

（
南
倉
一
七
九
ノ
七
二
）

（
凾
装
二

添
付
一
片
）

伊
豫
國
越
智
郡
石
井
郷
戸
主
葛
木
部
龍
調
絁
六
丈

天
平
十
八
年
九
月

◎
調
絁
。
三
尺
余
り
の
長
さ
（
九
〇
・
三
㎝
）
の
裂
地
で
地
辺
に
縫
い
跡
が
あ
り
、
製
品

の
一
部
が
残
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
両
耳
を
存
し
幅
五
四
・
八
㎝
。
銘
文
の
右
が
絁
の
端
で
、

ア
キ
が
一
〇
㎝
と
広
い
。
国
郡
郷
名
、
年
月
に
朱
方
印
「
伊
豫
國
印
」
二
顆
（
上
の
一
顆
は

右
に
偏
心
）。
朱
印
の
色
調
は
黒
ず
み
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
年
次
報
告
参
照
。
原

著
図
版
175
。

追
加
四
五

白
絁

一
帖

（
南
倉
一
四
八
ノ
四
一
）

（
函
装
六
ノ
四
其
一
ノ
二
）

（
墨
書
な
し
）

◎
白
絁
三
幅
を
継
い
だ
帳
・
�
の
類
。
整
理
時
の
名
称
は
異
な
る
が
、
追
加
四
三
・
追

加
四
四
と
同
種
の
製
品
（
二
八
六
㎝
×
一
六
五
㎝
）。
端
列
の
絁
の
片
端
、
天
地
ほ
ぼ
中
央

に
朱
方
印
「
伊
豫
國
印
」
一
顆
の
右
半
が
残
る
。
両
耳
を
存
し
幅
約
五
五
㎝
。
布
目
絹
№

82
・
83
。

◆

土
佐
国

一
〇
三

緑
絁
（
灌
頂
幡
心
裂
）

（
南
倉
一
八
四
）

（
凾
装
一
九
）

土
左
国
吾
川
郡
桑
原
郷
戸
主
日
奉
部
夜
恵
調
絁
壹
匹
長
六
丈

廣
一
尺
九
寸＝

＝

天
平
勝
寳
七
歳
十
月
主
當
国
司
史
生
大
初
位
上
田
邊
史
租
父

郡
司
擬
少
領
无
位
秦
勝
国
方

◎
聖
武
天
皇
御
一
周
忌
に
使
用
し
た
大
幡
の
芯
裂
。
緑
絁
一
幅
半
を
継
ぎ
、
幡
身
三
坪

分
に
相
当
す
る
部
分
が
残
る
。
銘
文
の
残
る
一
幅
は
、
天
辺
を
僅
か
に
落
と
し
、
地
辺
は
織

り
耳
で
幅
五
五
㎝
存
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
戸
主
名
に
か
け
て
朱
方
印
「
土
左
國
印
」
一

顆
。
原
著
図
版
176
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
一
九
号
、
第
四
〇
号
の
各
年
次
報
告
参
照
。
布
目

絹
№
72
・
73
。

◆

国
名
未
詳

【
一
〇
四

緑
地
臈
纈
絁
断
片

↓

但
馬
国
に
移
す
】

一
〇
五

羊
木
臈
纈
屏
風

（
北
倉
四
四
）

天
平
勝
寳
三
年
十
月

◎
天
平
勝
宝
八
歳
の
献
納
屏
風
（
国
家
珍
宝
帳
所
載
）
の
一
つ
。
画
面
に
使
用
さ
れ
た
絁

に
銘
文
が
あ
る
。
絁
の
長
さ
方
向
を
縦
長
の
画
面
に
使
い
、
銘
文
は
最
下
部
の
山
岳
文
の

さ
ら
に
下
に
位
置
す
る
。
絁
の
天
地
は
切
断
さ
れ
織
り
耳
は
失
わ
れ
る
。
幅
五
二
・
五
㎝

（１５３）

（
一
二
）
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存
。
銘
文
の
書
き
出
し
は
天
地
の
ほ
ぼ
中
央
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
文
字
の
周
辺
に
右
に

偏
心
し
て
捺
さ
れ
た
朱
印
の
痕
跡
が
あ
る
。
な
お
、
同
時
に
献
納
さ
れ
た
象
木
臈
纈
屏
風

の
画
面
も
同
裂
で
あ
る
。『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
九
号
年
次
報
告
参
照
。

一
〇
六

橡
地
臈
纈
絁
袍

白
絁
裏
、
綿
入

（
南
倉
一
二
九
ノ
七
）

□
加
美
里
占
部
真
人
調
絁
一
匹
長
六
丈

十
月

◎
表
に
臈
纈
絁
、
裏
に
白
絁
を
用
い
た
袷
綿
入
の
袍
。
右
前
身
頃
の
下
辺
裏
側
に
銘
文

が
あ
る
。「
加
美
里
」
の
前
の
文
字
は
「
郡
」
ま
た
は
「
郷
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
決
し
難

い
。
原
著
「
戸
主
」
を
削
除
。
年
月
記
載
部
分
は
断
片
化
し
て
本
体
と
直
接
し
な
い
。
右
前

身
頃
は
幅
三
六
㎝
。
こ
の
袍
に
製
作
以
前
の
絁
幅
が
残
る
部
分
は
な
い
。
銘
文
の
左
が
絁

の
端
。
印
は
見
え
ず
。

追
加
四
六

雑
楽
赤
地
錦
半
臂
残
欠

第
五
号

（
南
倉
一
二
五
）

（
裏
地
橡
絁
墨
書
）（
天
平
）十

八
年
十
月

◎
楽
衣
裳
の
半
臂
。
衽
の
裏
地
に
用
い
ら
れ
た
橡
絁
の
銘
文
で
、
襴
と
の
縫
い
合
わ
せ

の
際
に
折
り
返
し
た
中
に
文
字
が
あ
り
、
今
回
は
確
認
し
て
い
な
い
。
毎
日
新
聞
社
『
正
倉

院
宝
物
』
8
南
倉
Ⅱ
は
調
書
に
よ
っ
て
掲
出
。
半
臂
の
銘
記
は
《
第
二
編
一
六
七
》。

一
〇
七

夾
纈
絁

林
邑
楽
用
物

（
南
倉
一
二
八
）

正
六
位
下
縣
犬
養
宿
祢
子
老

无
位
大
私
部
豊

◎
未
整
理
の
大
型
染
織
品
（
七
二
参
照
）
の
断
片
。
状
態
が
不
安
定
な
の
で
、
今
回
は
旧

調
書
（
昭
和
二
五
年
）
を
参
照
し
つ
つ
原
著
に
従
っ
て
掲
出
し
た
。

一
〇
八

夾
纈
絁

林
邑
楽
用
物

（
南
倉
一
二
八
）

掾
正
六
位
下
縣

子
老

大
領
外
正
八
位
上
神
人

◎
未
整
理
の
大
型
染
織
品
（
七
二
参
照
）
の
断
片
。
状
態
が
不
安
定
な
の
で
、
今
回
は
旧

調
書
（
昭
和
二
五
年
）
を
参
照
し
つ
つ
原
著
に
従
っ
て
掲
出
し
た
。

追
加
四
七

黄
絹
帯

其
三

（
南
倉
一
四
七

帯
緒
類
二
八
号
ノ
三
）

掾
正
六
位
下
土
師
宿
祢
犬
養

主
帳
外
正
八
位
下
川
内
君
忍
男

◎
黄
絁
を
二
つ
折
り
と
し
た
帯
（
長
さ
三
五
四
㎝
、
幅
約
六
㎝
）。
絁
を
お
よ
そ
四
分
の

一
幅
に
裁
ち
、
天
辺
切
り
放
し
、
地
辺
は
織
り
耳
で
幅
一
四
・
四
㎝
存
。
銘
文
の
左
が
絁
の

端
。
印
は
見
え
ず
。『
正
倉
院
年
報
』
第
二
号
年
次
報
告
で
紹
介
。
土
師
宿
祢
犬
養
は
、
天

平
宝
字
元
年
四
月
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
へ
の
昇
叙
記
事
が
あ
り
（『
続
日
本
紀
』）、

こ
の
時
期
の
成
選
年
限
を
四
年
と
み
る
と
、
一
階
下
の
正
六
位
下
で
あ
っ
た
時
期
と
し
て

天
平
勝
宝
年
間
前
半
の
年
代
が
想
定
さ
れ
る
。

（１５２）

（
一
三
）
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追
加
四
八

花
鬘
緒

（
南
倉
一
四
七

帯
緒
類
七
号
ノ
旧
調
書
不
載
Ｅ
）

（
芯
白
生
絹
墨
書
）

祢
小
□

直
高

（
宿
）
〔
東
〕

◎
花
鬘
は
聖
武
天
皇
御
葬
儀
関
係
品
で
（《
第
一
編
二
八
一
・
二
八
二
》）、
本
体
か
ら

分
離
し
た
緒
が
南
倉
帯
緒
類
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
緒
は
、
夾
纈
羅
や
綾
を
使
用
し
た
装

飾
性
の
高
い
作
り
で
、
そ
の
芯
地
と
し
て
入
れ
た
生
絹
に
銘
文
が
あ
る
。
銘
文
は
国
郡
司

名
割
書
の
一
部
と
見
ら
れ
る
が
、
表
裂
の
隙
間
か
ら
一
部
を
う
か
が
う
の
み
で
、
裂
地
と

の
関
係
情
報
は
不
明
。
印
は
見
え
ず
。『
正
倉
院
年
報
』
第
二
号
年
次
報
告
参
照
。

追
加
四
九

赤
絁

碧
絁
赤
絁
合
縫

（
函
装
二
〇
）
（
中
倉
二
〇
二

八
六
号
櫃
）

天
平
六
年
十
月

◎
九
三
の
赤
絁
銘
文
の
近
く
に
重
な
る
別
の
赤
絁
断
片
。
同
じ
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い

た
確
証
が
得
ら
れ
ず
、
独
立
さ
せ
た
。
裂
地
の
詳
し
い
情
報
は
不
明
。
印
見
え
ず
。
原
著
図

版
168
で
は
、
九
三
の
赤
絁
の
下
に
追
加
四
九
が
見
え
て
い
る
。

追
加
五
〇

緑
絁
紅
絁
袷
覆
残
欠

第
六
号
其
二

（
南
倉
一
四
五
ノ
六
）

（
赤
絁
紐
墨
書
）
天
平
□〔十
一
〕□年

十
月

◎
緑
絁
・
紅
絁
を
継
い
で
表
裏
に
縫
い
合
わ
せ
た
大
型
の
覆
状
の
製
品
（
追
加
三
五
参

照
）
の
紐
。
赤
絁
の
銘
が
残
る
。
付
け
根
側
が
絁
の
天
辺
で
織
り
耳
。
地
辺
は
破
損
。
幅
五

四
・
五
㎝
存
。
絁
の
端
、
印
は
確
認
で
き
な
い
。

一
〇
九

茶
絁
断
片

（
軸
装
九
三
）

□
〔
主
當
〕

□
郡
司
擬
主
帳
无
位
當
麻
由
万
呂

天
平
勝
寳〔
七
ヵ
〕

□
歳
十
月

◎
不
整
な
Ｌ
字
形
の
絁
片
。
褐
色
を
帯
び
て
い
る
が
染
色
に
つ
い
て
は
不
明
。
地
辺
は

織
り
耳
で
、
幅
の
下
方
二
七
・
二
㎝
存
。
文
字
の
左
側
が
破
断
面
に
か
か
り
、
こ
ち
ら
が
絁

の
端
。一

一
〇

緋
絁
断
片

（
南
倉
一
四
八
ノ
四
二
其
一
ノ
三
）

（
凾
装
六
ノ
一
）

天
平
十
七
年
十
月

◎
緋
絁
二
幅
を
継
い
だ
製
品
の
断
片
。
こ
の
う
ち
一
幅
の
端
、
天
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
銘

文
が
あ
る
。
両
耳
を
存
し
、
幅
約
五
六
㎝
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
。
印
は
不
明
。

一
一
一

緋
絁
断
片

（
南
倉
一
四
八
ノ
四
一
其
三
ノ
一
）

（
凾
装
六
ノ
六
）

天
平
勝
寳
八
歳
十
月

（
別
筆
）

「
長
四
丈
六
尺
五
寸
」「
長
四
丈
六
尺
四
寸
」

◎
緋
絁
一
幅
の
裂
地
。
現
状
の
両
端
に
別
筆
で
記
さ
れ
た
寸
法
は
現
存
長
（
長
さ
一
三

四
六
㎝
）
に
近
く
、
一
部
使
用
し
た
余
り
が
素
材
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
か
。
両
耳
を
存
し

幅
五
五
㎝
。
天
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
銘
文
が
あ
り
、
そ
の
右
が
絁
の
端
。
年
月
全
体
に
か
け
て

朱
方
印
「
□
□
國
印
」
一
顆
（
僅
か
に
左
に
偏
心
）。

（１５１）

（
一
四
）
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【
一
一
二

白
絁
�
残
欠

第
一
一
号

↓

参
河
国
に
移
す
】

【
一
一
三

白
絁
断
片
（
軸
装
二
一
七
）
↓

讃
岐
国
に
移
す
】

一
一
四

道
場
幡
頭
縁
心
生
絹
（
南
倉
一
八
五
第
一
二
八
号
櫃
道
場
幡
一
一
号
）

天
平
勝
寳
八
歳
十
月

◎
聖
武
天
皇
御
一
周
忌
所
用
の
錦
道
場
幡
の
幡
頭
縁
飾
り
芯
裂
に
使
用
さ
れ
た
生
絹
。

断
片
化
し
て
裂
地
の
詳
し
い
情
報
は
不
明
。

一
三
三

布
心
断
片
付
着
絁
（
中
倉
二
〇
二
第
八
五
号
櫃
）
（
凾
装
五
五
ノ
四
）

（
上
方
欠
失
）
主
當
國
司
従
八
位
下
行
目
生
江
臣
虫
名

◎
几
褥
と
見
ら
れ
る
製
品
の
布
芯
と
と
も
に
残
存
し
た
絁
。
褥
表
の
下
地
と
し
て
使
用

し
た
絁
を
裏
に
折
り
返
し
た
縁
の
部
分
に
銘
文
が
残
る
。
絁
の
織
り
幅
五
四
㎝
を
褥
の
短

辺
に
使
用
、
両
耳
を
存
す
る
。
絁
自
体
の
破
損
が
進
み
、
銘
文
は
下
寄
り
の
一
部
し
か
見
え

な
い
。
銘
文
の
左
に
絁
本
来
の
端
が
来
る
が
、
現
状
の
端
は
そ
れ
よ
り
内
側
で
、
郡
司
名
と

想
定
さ
れ
る
割
書
左
行
を
切
断
。
印
は
確
認
で
き
ず
。
名
称
と
凾
装
の
枝
番
号
を
訂
正
し
、

釈
文
を
追
補
し
た
。

追
加
五
一

浅
緑
絁
断
片

（
軸
装
二
一
七
）

天
平
勝
寳
四
年
十
月

（
別
筆
）

「
初
四
隻
檢
之
正
米
思
外
聖
大
岐
御
徳
潤
」

◎
浅
緑
絁
を
長
方
形
に
裁
ち
、
裹
と
し
て
使
用
か
。
天
辺
僅
か
に
切
断
、
地
辺
は
織
り
耳
。

幅
五
二
㎝
存
。
天
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
銘
文
。
銘
文
の
左
が
絁
の
端
で
、
ア
キ
は
約
三
・
三
㎝

と
広
い
。
年
月
全
体
に
か
け
て
朱
方
印
の
印
影
（
国
印
一
顆
）
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
別

筆
《
未
収
》
は
斜
め
に
大
書
さ
れ
る
が
、
墨
の
残
り
悪
く
難
読
。
文
意
は
と
り
に
く
く
、
仮

名
と
し
て
用
い
る
文
字
も
あ
る
か
。

追
加
五
二

茶
絁
断
片

（
帖
装
六
九
九
）

六
丈

闊
一
尺
九
寸
専
當
國
司
目

郡
司
擬

◎
茶
絁
の
断
片
。
天
地
切
断
。
幅
約
六
・
五
㎝
存
。
左
右
は
破
断
し
て
絁
の
端
は
不
明
。

印
は
不
明
。

追
加
五
三

白
絁
断
片

（
軸
装
二
一
八
）

（
墨
書
な
し
）

◎
白
絁
の
断
片
。
天
辺
僅
か
に
切
断
、
地
辺
は
織
り
耳
で
幅
五
二
㎝
存
。
天
地
の
ほ
ぼ
中

央
に
朱
方
印
の
印
影
「
□
□
國
印
」
一
顆
あ
り
。

（１５０）

（
一
五
）
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四

ま
と
め

ま
ず
、
全
容
を
一
覧
す
る
た
め
、
表
形
式
で
提
示
し
て
お
き
た
い
（
附
表
）。
こ
の
表

に
お
け
る
排
列
順
は
、
松
嶋
氏
原
著
の
方
針
に
従
い
国
名
を
第
一
優
先
項
目
と
し
た
。

こ
の
た
め
原
著
第
三
編
の
番
号
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
国
名
が
わ
か
っ
た
品

目
の
繰
り
上
げ
、
追
加
分
の
繰
り
入
れ
を
含
め
た
本
補
訂
版
の
並
び
順
を
採
用
し
た
。

た
だ
し
本
補
訂
版
は
、
麻
布
の
銘
文
と
、
絁
ほ
か
の
銘
文
を
前
後
に
分
割
収
載
し
た
が
、

こ
れ
は
編
集
の
都
合
に
よ
る
措
置
な
の
で
、
国
名
順
の
原
則
に
戻
っ
て
両
編
を
再
度
併

合
し
、
原
著
と
直
接
対
比
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
前
編
で
麻
布
に
与
え
た

追
加
一
〜
追
加
三
四
と
、
後
編
で
絁
に
与
え
た
追
加
三
五
〜
追
加
五
三
の
番
号
が
、
一

系
列
に
ま
と
め
た
表
の
中
で
は
前
後
錯
雑
し
て
い
る
。

い
ち
い
ち
個
別
の
箇
所
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
全
体
（
二
一
〇
例
）
を

見
渡
す
と
、
補
訂
の
対
象
は
国
郡
郷
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
全
体
に
及
ん
で
い
る
。
新
出

例
と
し
て
は
、
布
の
上
総
国
畔
蒜
郡
三
衆
郷
（
追
加
一
二
）、
絁
の
参
河
国
寳
飫
郡
赤
孫

郷
（
一
一
二
（
2
））
が
あ
る
。
後
者
は
、
原
著
で
は
国
名
未
詳
、
毎
日
新
聞
社
『
正
倉

院
宝
物
』
8
南
倉
Ⅱ
で
は
美
濃
国
の
事
例
（
三
点
一
括
）
と
さ
れ
た
が
、
今
回
は
す
べ

て
参
河
に
移
し
た
。
一
増
に
伴
っ
て
美
濃
の
項
は
消
滅
、
一
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
原

著
か
ら
の
増
加
例
と
し
て
は
越
前
・
但
馬
・
因
幡
が
あ
る
。
表
お
よ
び
本
文
各
項
を
参

照
さ
れ
た
い
。

後
編
で
取
り
上
げ
た
品
目
の
大
半
を
占
め
る
絁
は
、
製
品
化
と
経
年
に
よ
る
劣
化
の

双
方
の
影
響
を
う
け
、
結
果
と
し
て
麻
布
の
何
倍
も
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
断
片
化
し

た
も
の
も
多
い
。
原
状
を
と
ど
め
る
品
に
つ
い
て
も
、
保
全
の
た
め
現
物
確
認
を
見

送
っ
た
場
合
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
文
字
か
ら
、
前
編
で
通
覧
し

た
布
を
遙
か
に
こ
え
る
書
記
適
性
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
繊
維
製
品
の

税
目
と
い
っ
て
も
、
麻
布
と
は
異
な
る
感
覚
が
見
受
け
ら
れ
る
。
前
編
「
二

若
干
の

考
察
」
に
収
載
し
た
、
製
織
の
際
の
首
尾
・
表
裏
の
意
識
。
文
字
を
書
く
際
の
、
ま
た

国
印
を
捺
す
と
き
の
、
各
局
面
で
の
意
識
（
例
え
ば
端
か
ら
銘
文
ま
で
の
ア
キ
の
取
り

方
）
。
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
ん
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
。
こ

う
い
っ
た
観
点
は
、
絁
の
場
合
に
も
あ
ら
た
め
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
す
べ
て
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

次
に
、
全
体
像
が
見
え
た
段
階
で
、
総
合
表
の
表
示
形
式
か
ら
は
う
か
が
い
に
く
い

布
・
絁
の
年
代
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

（
一
）
銘
文
か
ら
直
接
年
代
を
知
り
得
る
も
の
（
表
の
年
月
日
襴
で
◎
を
付
し
た
）

は
、
全
体
の
半
分
を
こ
え
る
一
二
二
例
（
表
の
一
行
を
一
列
と
し
た
）。
仮
の
時
期
区
分

で
内
訳
を
示
す
。

1

和
銅
七
年
（
七
一
四
）
…
…

一
例
（
絁
）

2

天
平
年
間
…
…

三
八
例

ａ
郷
里
制
廃
止
以
前
…
一
二
例
（
絁
四
例
、
布
八
例
）

ｂ
郷
里
制
廃
止
以
後
…
二
六
例
（
絁
一
〇
例
、
布
一
六
例
）

3

天
平
感
宝
・
天
平
勝
宝
年
間
…
…

六
六
例（
絁
一
一
例
、布
五
一
例
、綿
四
例
）

4

天
平
宝
字
、
天
平
神
護
年
間
（「
天
平
…
」「
…
神
護
…
」
例
を
含
む
）

…
…

一
一
例
（
絁
一
例
、
布
一
〇
例
）

5

宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
…
…

二
例
（
布
）

（１４９）

（
一
六
）

／正倉院紀要　２０１９　４１号／本文　縦　４１号　２０１９／正倉院の繊維製品　４１号２０１９ 2019.03.22 13.13.18 Page



6

天
応
元
年
（
七
八
一
）、
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
…
…

二
例
（
布
）

7

天
長
五
年
（
八
二
八
）
…
…

三
例
（
布
）

（
二
）
も
と
は
同
じ
裂
か
ら
製
作
さ
れ
た
も
の
が
現
状
で
は
分
離
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ
る
場
合
や
、
関
係
国
郡
司
の
署
名
で
共
通
す
る
人
名
が
見
え
る
こ
と
な
ど
を
手
が

か
り
に
、
年
月
が
既
知
の
品
と
同
じ
も
し
く
は
近
い
時
期
を
推
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
を
表
で
は
「
某
年
某
月
類
集
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
右
記
の
2

ａ
期
に
一
例
、
2
ｂ
期
に
五
例
（
絁
三
例
、
布
二
例
）、
3
期
に
一
一
例
（
絁
一
例
、
布

八
例
、
綿
二
例
）
が
追
加
さ
れ
る
。

（
三
）
律
令
制
の
地
方
行
政
組
織
は
、
大
宝
令
の
戸
令
に
規
定
す
る
五
〇
戸
一
里
の

里
制
か
ら
郷
里
制
を
へ
て
、
天
平
十
二
年
に
は
国
郡
郷
制
に
移
行
し
て
い
る
。
調
庸
銘

で
い
え
ば
、
里
制
下
に
属
す
る
の
は
、
和
銅
年
間
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
ほ
か
は
郷
里

制
下
の
2ａ
期
と
、
2
ｂ
期
以
降
の
郷
制
の
事
例
に
二
分
さ
れ
る
。
調
庸
輸
貢
者
が

「
某
国
某
郡
某
郷
某
里
戸
主
某
」
と
本
貫
姓
名
を
記
せ
ば
天
平
十
一
年
以
前
、「
国
郡

郷
」
だ
け
で
す
ぐ
戸
主
姓
名
を
記
せ
ば
天
平
十
二
年
以
降
と
い
う
指
標
と
な
る
。
事
例

と
し
て
は
後
者
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。

（
四
）
正
倉
院
に
伝
わ
る
布
・
絁
は
、
地
方
か
ら
輸
納
さ
れ
た
一
次
製
品
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
素
材
に
二
次
製
品
に
加
工
さ
れ
た
形
で
伝
来
し
た
も
の
が
多
い
。

用
途
を
例
示
す
れ
ば
、
衣
服
、
幡
・
天
蓋
、
帯
、
袋
・
裹
・
帳
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中

で
、
用
途
や
由
緒
が
明
ら
か
で
あ
り
、
時
期
を
確
定
で
き
る
出
来
事
の
名
を
挙
げ
れ
ば
、

大
仏
開
眼
会
（
天
平
勝
宝
四
年
四
月
）、
東
大
寺
仁
王
会
（
同
五
年
三
月
）、
聖
武
天
皇

大
葬
儀
（
同
八
歳
五
月
）、
聖
武
天
皇
七
七
忌
献
物
（
同
年
六
月
）、
聖
武
天
皇
御
一
周

忌
（
天
平
勝
宝
九
歳
五
月
）
と
な
る
。

こ
れ
ら
使
用
時
期
の
明
確
な
品
で
あ
り
、
か
つ
素
材
と
な
っ
た
調
庸
の
年
代
が
明
記

さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
行
事
の
関
係
品
は
、
い
つ
頃
か
ら
準
備
・
作
成
さ
れ
た
か
、

要
し
た
時
間
が
割
り
出
さ
れ
て
く
る
。
一
方
、
調
庸
の
年
代
自
身
は
不
明
で
も
年
代
の

下
限
が
判
明
し
、
郷
制
下
の
も
の
で
あ
れ
ば
、（
三
）
で
み
た
よ
う
に
天
平
十
二
年
を
上

限
と
し
て
絞
り
込
め
る
。（
三
）（
四
）
に
よ
っ
て
、
2
ｂ
期
か
ら
3
期
に
属
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
例
は
、
計
二
二
例
（
絁
九
例
、
布
一
三
例
）、
2
ｂ
期
以
降
で
あ
る

こ
と
だ
け
が
明
ら
か
な
例
（
郷
制
下
の
事
例
）
は
一
七
例
に
の
ぼ
る
。

（
五
）
こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
を
振
り
返
る
と
、
全
二
一
〇
例
の
う
ち
、
年
代
の
手

が
か
り
の
な
い
三
〇
例
を
除
く
と
、
大
多
数
は
、
天
平
勝
宝
年
間
に
集
中
す
る
。
い
っ

ぽ
う
で
、
年
代
分
布
の
両
端
に
属
す
る
事
例
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
2
ａ
期
の
な

か
で
も
、
天
平
前
期
の
調
庸
は
、
素
材
と
し
て
東
大
寺
（
そ
の
前
身
を
含
め
て
）
に
も

た
ら
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
製
品
化
さ
れ
た
も
の
が
入
っ
た
の
か
。
ま
た
、
前
述
の

4
期
以
降
に
属
す
る
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
来
の
契
機
を
（
四
）
に
あ
げ
た
行
事
以

外
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
東
大
寺
の
諸
堂
塔
や
塔
頭
か
ら
の
流
入
や
、
遡
れ
ば
東
大

寺
封
戸
由
来
と
い
っ
た
径
路
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
前
編
注
2
拙
稿
参
照
）。

個
別
の
検
討
を
さ
ら
に
深
め
、
日
唐
の
制
度
と
そ
の
背
景
の
比
較
を
含
め
て
、
調
庸
銘

の
機
能
・
特
質
を
ふ
た
た
び
展
望
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

【
付
記
】
釈
文
の
検
討
に
は
飯
田
剛
彦
・
佐
々
田
悠
・
三
野
拓
也
の
各
氏
が
参
加
し
、
有
益
な
助
言

を
数
多
く
得
た
。
な
お
前
編
に
収
載
し
た
「
四
七

屏
風
下
張
布
」
の
注
記
に
「
原
著
図
版
134
。」
を

脱
し
て
い
る
の
で
補
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
す
ぎ
も
と

か
ず
き

宝
物
調
査
員
・
前
正
倉
院
事
務
所
長
）
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年月日
天平12年以降（郷制）
◎天平18年10月
◎天平勝宝4年10月

◎天平18年9月

◎天平勝宝7歳10月

◎天平勝宝3年10月
…10月（郷里制廃止以前）
◎（天平）18年10月

土師宿祢犬養は天平勝宝9歳正
月正六位上から昇叙

天平勝宝8歳聖武大葬以前

◎天平6年10月
◎天平〔11〕年10月

◎天平勝宝〔7ヵ〕歳10月

◎天平17年10月
◎天平勝宝8歳10月
◎天平勝宝8歳10月
◎天平勝宝5年

天平勝宝8歳献納以前

天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前
天平12年以降（郷制）
◎天平勝宝4年10月
◎天平勝宝6年10月

◎天平勝宝8歳10月

◎天平勝宝8歳…
◎天平19年11月
◎天平14年10月
天平勝宝4年開眼会以前
◎天平13年10月

◎天平勝宝…10月

◎天平勝宝8歳10月

◎天平勝宝□年10月
◎天平勝宝元年10月
◎天平勝宝6年10月

◎…神護…

◎天平3年10月

◎天平勝…

◎…亀元年10月
◎天平□年
◎天平神護元年10月

天平12年以降（郷制）カ

天平12年以降（郷制）カ
◎天平勝宝8歳10月
◎〔天平〕勝宝7歳10月
◎天平勝宝4年10月

（附表例言）輸貢者の記載は国郡郷里までに止めた。釈文に関わる表示は、通常の翻刻の方式にとらわれず、字数不明の文字を示すいわゆる長ハコは三点リーダーで置き換えた。また
字数の判明する文字のハコはそのままとしたが、キッコー括弧の校訂注は本文に繰り込んでいる。いずれも銘文から取意して掲出したもので、詳しくは本編を併看されたい。

国郡司

専当国司従七位下行目高志連倭麻呂

主当国司史生大初位上田辺史租父郡司擬少領无位秦勝国方

…正六位下県犬養宿祢子老
…无位大私部豊…
…掾正六位下縣…子老
…大領外正八位上神人…
…掾正六位下土師宿祢犬養
…主帳外正八位下川内君忍男
…祢小□〔東〕…
…直高…

〔主当〕郡司擬主帳无位当麻由万呂…

□当国司…
郡司□□…

…□〔田部連〕□麻呂
…□長

主当郡司…里人国司史生正八…連〔上ヵ〕嶋

…国司守正六位上坂上伊美吉老人郡司擬少領丸子部大麻呂

主当国司従八位下行目生江臣虫名…

…
郡司□〔領〕…

…位上中臣殖栗連東人
…下勲十二等生部安万呂

専当国司目…郡司擬…

品目
調絁壹匹
調絁壹匹
調絁壹匹

…〔絁〕壹匹

調絁

調絁壹匹

調絁一匹

庸壹段

一段

…布壹端

調布壹端

調布壹端

曝布一端

庸布壹段

…調壹端

郡郷里以下
鵜〔足〕郡小川郷
鵜足郡川津郷
鵜足郡二村郷
香河郡…

越智郡石井郷

吾川郡桑原郷

…□加美里

某郡賀茂郷

某郡荒墓郷

…羽里

足立郡余戸
郷ヵ
中村郷／和戸郷

国名
讃岐
讃岐
讃岐
讃岐
讃岐
讃岐
讃岐
伊予
伊予

土佐

未詳
未詳
未詳

未詳

未詳

未詳

未詳

未詳
未詳

未詳

未詳
未詳
未詳
未詳

未詳

未詳

未詳
未詳
未詳

未詳

未詳
未詳
未詳
未詳
未詳

未詳

未詳

未詳

未詳
未詳

未詳

未詳
未詳
未詳
未詳

未詳

未詳

未詳

未詳
未詳
未詳

未詳

未詳
未詳
未詳
未詳

未詳

未詳

『銘文集成』名称（図版№）
茶絁断片（172）
白絁（173）
酔胡従面袋白絁裏（174）
白絁（山水図刺繍褥残欠裏）
白絁断片
白絁帳 3号其1
白絁�10号
白絁断片（175）
白絁

緑絁（灌頂幡心裂）（176）

羊木臈纈屏風
橡地臈纈絁袍
雑楽赤地錦半臂残欠 5号

夾纈絁 林邑楽用物

夾纈絁 林邑楽用物

黄絹帯 其3

花鬘緒

赤絁（168）
緑絁紅絁袷覆残欠 6号其2

茶絁断片

緋絁断片
緋絁断片
道場幡頭縁心生絹
揩布屏風袋残欠64号‐4

揩布屏風袋残欠64号‐附8

揩布屏風袋19号

揩布屏風袋59号
揩布屏風袋59号
東大寺山堺四至図

白布浄衣

白布浄衣
金剛桙取布衫
太孤児布衫44号
庇持布衫54号
紅布衫 4号

白布袴11号

早袖

緋絁帯心布 丸形

緑絁紐心布
布� 衣46号

布心断片 付着絁

紅布
白布 6号其5
白布28号其1
白布44号其4

白布

白布

白布断片

布断片
白布 8号
白布 4号其2

白布14号（雑45）其1

麁布18号（雑49）
白布
白布断片
浅緑絁断片

茶絁断片

白絁断片

№
98
99
100
101
113

追加43
追加44
102

追加45

103

105
106

追加46

107

108

追加47

追加48

追加49
追加50

109

110
111
114
118

122

追加23

追加24‐1
追加24‐2
追加25

123‐1

123‐2
124
125

追加26
追加27

126

128

129

130
追加28

133

135
136
137
138

140

141

142

143
追加29
追加30

追加31

追加32
追加33
追加34
追加51

追加52

追加53

後編
後編
後編
後編
後編
後編
後編
後編
後編

後編

後編
後編
後編

後編

後編

後編

後編

後編
後編

後編

後編
後編
後編
前編

前編

前編

前編
前編
前編

前編

前編
前編
前編
前編
前編

前編

前編

前編

前編
前編

後編

前編
前編
前編
前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編

前編

前編
前編
前編
後編

後編

後編
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附表 調庸関係銘文総覧（続き）
年月日

◎天平勝宝…10月
～天平勝宝5年3月仁王会以前

◎天平11年11月15日

◎天応元年6月15日

◎天平勝宝6年10月21日

◎天平勝宝6年…

◎天平勝宝4年10月18日
天平勝宝6年（類集）
天平勝宝6年（類集）
◎…10月18日
天平勝宝6年（類集）

◎天平勝宝5年10月

◎天平15年…
◎和銅7年10月
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝4年開眼会
天平勝宝9歳御一周忌以前
◎天平18年10月

◎天平勝宝4年10月

◎天平宝字8年10月

◎天平勝宝2年10月

◎天平13年10月
天平12年以降（郷制）
◎天平宝字8年10月
◎天平宝字8年10月
◎天平11年10月
天平12年以降（郷制）

◎天平勝宝7歳10月

◎天平宝字4年10月

天平12年以降（郷制）

◎（天平）勝宝7歳10月
天平12年以降（郷制）
◎天平15年10月

天平勝宝9歳御一周忌以前

◎天平14年9月20日

◎天平14年9月20日

◎天平16年9月20日

天平12年以降（郷制）

◎天平勝宝8歳10月

◎天平11年10月

◎天平20年10月

天平20年10月（類集）
天平20年10月（類集）
天平20年10月（類集）

天平勝宝9歳御一周忌以前

天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳聖武大葬

天平勝宝8歳聖武大葬以前

天平勝宝8歳聖武大葬以前

天平勝宝8歳聖武大葬以前

天平12年以降（郷制）

◎天平4年10月

国郡司

専当国司守従六位上…虫養郡司擬大領外従八位下…全人

主当国司正七位上行掾阿倍朝臣継人
主当郡司大領外正八位下能登臣智麻呂

…
…正八位…連恵文

主当国医師大初位上城上連柑足郡司大領外正七位上他田舎人国麻呂

主当国司史生正八位上中臣殖栗連梶取郡司主帳従七位上安曇部百嶋

主当国司史生正八位下道祖戸酒人郡司主帳外従八位下矢作部上麻呂

主当国司目従七位下葛井連立足郡司少領外従七位下…

主当国司〔目ヵ〕従七位下葛井連…郡司少領外従七位下…

主当国司目従七位上六人部連倉人郡司少領従八位下依網連□主

主当郡司擬少領少初位上榎本連千嶋
主当国司掾正六位上安宿戸造人足

…専当国司史生…

…巨勢朝臣古麻呂

…〔位〕下高麗朝臣…

…司介従五位上県犬養宿…
…司外従八位上大領播〔磨〕…
国司介従五位上県犬養宿祢古万…
郡司大領外従八位上播磨直広…

品目

調布壹端

調布壹端

戸調白牒綿一屯

戸調白綿壹牒

戸牒

戸輸調白…

調狭絁壹疋

絁壹匹
〔調ヵ〕絁一匹

調絁壹匹

交易布一段

調 庸壹端

調布壹端

調…

調緋狭絁壹匹

調堅魚代商布
壹段

〔調布壹端〕
調黄絁

調絁壹匹

調絁壹匹

調絁壹匹

調小宝花綾壹
匹

調橡絁壹匹

調〔染〕絁壹匹

…壱匹

調緋染狭絁…

緋染狭調絁壹匹
調白絁
調狭絁壹匹

調黄絁壹匹

郡郷里以下

雑太郡石田郷
曽祢里

賀茂郡殖栗郷

射水郡川口郷

射水郡布西郷

射水郡寒江郷
射水郡三嶋郷
射水郡〔布ヵ〕…

鳳至郡大屋郷

足羽郡川合郷
山梨郡可美里

巨麻郡青猪郷

伊那郡小村郷

筑摩郡山家郷

安曇郡前科郷

水内郡（大田
郷ヵ）
小県郡
小県郡海野郷

安曇郡前科郷

田方郡依馬郷

田難（方ヵ）郡
那賀郡那珂郷
（和志郷）

富士郡久貮郷
敷智郡竹田郷
山名…
（城）飼郡狭
（束郷）

…〔八ヵ〕田郷

宝飫郡赤孫郷

某郷

蒲生郡東生郷

名草郡某郷

竹野郡鳥取郷
深田里

…郷

飾磨郡巨智郷

会見郡安曇郷
麻殖郡川嶋郷
少楮里
三木郡池辺郷

国名

越後

佐渡

佐渡

佐渡
越中

越中

越中
越中
越中

越中

越中

越前
甲斐

甲斐

甲斐
信濃

信濃

信濃

信濃

信濃
信濃
信濃
信濃
信濃
信濃

伊豆

伊豆

伊豆

伊豆
駿河
遠江
遠江

遠江

参河

参河

参河

近江

紀伊

丹後

但馬

但馬
但馬
但馬

但馬

播磨

播磨

播磨

播磨
因幡
伯耆

阿波

讃岐

『銘文集成』名称（図版№）

揩布屏風袋残欠64号‐18

白布12号（148）

布袴11号（149）

白地錦几褥12号
紙箋（150）

紙箋（151）

紙箋（152）
紙箋断片（153）
紙箋断片

紙箋断片（154）

林邑楽用物心絁

半臂残欠臈纈襴
白絁金青袋（155）

太孤児面袋白絁裏（156）

幡類残欠129号櫃163号
布袋（157）

白布10号（雑41）（158）

布袴 8号（159）

布袋 1号（160）

布袋 衣48号（161）
紐心麻布（162）
布袴 4号
布袴 9号
白布褥心 3帖の内其3
白絁縁布断片 衣56号

緋絁帳緋絁紐（163）

麁布54号（雑97）

緋絁帯心布（164）

櫃覆町形帯
白布袍残欠 布袍51号
黄絁（165）
白絁断片

臈纈絁

白絁�残欠11号

白絁�残欠11号

白絁�残欠11号

黄綾断片（166）

橡絁残欠（167）

赤絁（168）

緑地臈纈絁断片

方形天蓋残欠16号
天蓋残欠
緑地臈纈絁断片

大幡残欠 6号

緋絁櫃覆町形帯

緋絁櫃覆町形帯

緋絁櫃覆町形帯

緋絁櫃覆町形帯
紫皮裁文珠玉飾刺繍羅帯残欠
白絁断片（169）

黄絁白絁袷覆（170）

緑絁断片（171）

№

120

64

65

追加21
66

67

68
69
70

71

72

追加36
73

74

追加37
75

76

77

78

79
80
81
82
83
134

84

85

86

追加22
87
88
89

90

112‐1

112‐2

112‐3

91

92

93

104

追加38
追加39
追加40

追加41

94‐1

94‐2

94‐3

94‐4
追加42
95

96

97

前編

前編

前編

前編
後編

後編

後編
後編
後編

後編

後編

後編
後編

後編

後編
前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編
前編
前編
前編

後編

前編

前編

前編
前編
後編
後編

後編

後編

後編

後編

後編

後編

後編

後編

後編
後編
後編

後編

後編

後編

後編

後編
後編
後編

後編

後編
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年月日

◎天平…月

天平勝宝2年10月（類集）

◎天平勝宝2年10月

◎天平勝宝2年10月

◎天平勝宝…月（2年10月類集）

天平12年以降（郷制）

◎天長5年10月

◎天長5年10月

天平勝宝8歳献納以前

◎天平6年…

天平12年以降（郷制）～上総併合

◎天平9年…

◎天平勝宝8歳11月

天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前、国司名により
天平勝宝5年に類集
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前、国司名により
天平勝宝5年に類集
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前、国司名により
天平勝宝5年に類集
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前、国司名により
天平勝宝5年に類集
天平12年以降（郷制）

◎天平6年11月

◎天平勝宝5年11月

◎天平勝宝5年10月

◎天平勝宝5年10月

天平勝宝8歳献納以前

天平勝宝8歳献納以前
◎天平勝宝7歳10月
◎天平勝宝8歳10月
国司名により天平勝宝5年に類
集

◎天平10年9月

天平勝宝元年10月（類集）

天平勝宝元年10月（類集）

◎天平勝宝元年10月

◎天平勝宝□年10月

天平勝宝8歳献納以前

◎天平勝宝4年10月

天平勝宝8歳献納以前

◎天平勝宝5年10月

◎天平18年10月
◎天平勝宝…
◎天平10年10月
◎天平勝…
～天平勝宝5年3月仁王会以前
◎天平勝宝2年10月

国郡司
国司大掾正六位上石川朝臣虫万呂

専当郡司擬少領外従八位上勲□等日下部連虫麿
専当国司…
…
専当国司少掾正六位上上村主国嶋
…
専当国司少掾正六位上上寸主国嶋
郡司主帳外従七位下丈部果安

専当国司少目少初位下勲七等茨田連継足郡司擬少領外少初位下勲八等丈部石万呂

専当国司少目少初位下勲七等茨田連継足郡司擬少領外少初位下勲八等丈部石万呂

主当国司史生正八位下秦伊美吉男〔立カ〕郡司領外従七位下刑部直名虫

□□□司史生従八位下佐味朝臣比奈麻呂
郡司□□外…部…〔持〕

主当国司史生従八位下佐味朝臣比奈麻呂
郡司領外正八位下丈部直□□

主当国司史生従八位下佐味朝臣比奈…
郡司領外正八位下丈部直此持

主当国司史生従八位下佐味朝臣比奈麻呂
郡司少領外正八位下勲十二等杖部直…

主当国司史生従八位下佐味朝臣比奈麻呂
郡司少領外従八位上宍人直石前
主当国司史…麻呂
郡司主帳外従七位下…麻呂
〔主〕当国司□史生…〔佐味〕朝臣〔比奈麻呂〕
郡司大領…

〔国司〕史生従八位〔下佐味〕朝臣〔比〕奈麻呂
……

〔郡〕司〔少〕領外従八位上他田臣国足
□当国司史生従八位上坂合部連糠麻呂
…〔坂合部〕連糠麻呂
…〔郡司少〕領外従八位上他田臣国足
主当国司史生従八位上坂合部連糠麻呂
郡司少領外従八位上他田臣国足
主当国司史生従八位上坂合部連〔糠麻呂〕
郡司少領外従八位上他田臣国足

主当…位下己智舩長…嶋

主当郡司擬少領无位□□〔部〕□長国司史生従八位上…

主当国司…六位…舩長…八位下…嶋

品目

貲布調壹端

…調壹端

貲〔調〕

貲調壹端

庸布一段

庸布一段

勅旨交易布壹
段

細布壹端

調庸布壹端

庸布壹端

庸壹端

庸布壹段

庸布壹段

調絁壹□

調布一端

庸布一段

庸布壹段

庸布…

調庸布 壹端
民部省交易布
一段

調 庸布壹端

調布壹端

調 庸布壹端

調 庸布壹端

…庸布壹端

庸布壹段

庸布壹段

庸布壹段

調細布 壹端

庸布壹段

郡郷里以下

周准郡藤部郷

周准郡大田郷

周准郡ヵ

市原郡

長狹郡ヵ
武射郡長倉郷

天羽郡三宅郷

天羽郡宇部郷

畔蒜郡三衆郷

平群郡大里郷
平群郡白〔浜
ヵ〕郷清岑里

橘樹郡橘樹郷

横見郡御坂郷

横見郡御坂郷

横見郡…

横見郡御坂郷
ヵ

埼玉郡笠原郷
男衾郡�倉郷
笠原里

加美郡武川郷

…郡家郷

足立郡…

余綾郡大屋郷
大磯里

鎌倉郡沼浜郷

鎌倉郡方瀬郷

鎌倉郡方瀬郷

鎌倉郡方瀬郷

某郡某郷

某郡某郷某里

久疋郡夷守郷

国名

上総

上総

上総

上総

上総ヵ
上総
上総

上総

上総

上総

上総
上総
上総
上総
安房

安房

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵

武蔵
武蔵
未詳

武蔵

相模

相模

相模

相模

相模

相模

相模

相模

相模

相模
相模
相模

越後

越後

『銘文集成』名称（図版№）

黄布 2帖の内其2（129）

紅赤布帳残欠 5帖の内其5

紅赤布帳残欠 5帖の内其1
（130）
紅赤布帳残欠 5帖の内其2
（131）
紅赤布帳残欠 5帖の内其3
布袋15号
布衣服残欠

白布29号其1（132）

白布30号（133）

屏風下張布（134）

布帯残欠 附木牌
白布
白布29号其2
白布28帖の内25号
布袍38号（124）

白布29号（雑60）（135）

白布（136）

白布40号其2（137）

揩布屏風袋残欠64号‐17

揩布屏風袋60号

揩布屏風袋55号（138）

赤絁断片（139）

白布13号（140）

揩布屏風袋11号（141）

揩布屏風袋19号

揩布屏風袋61号

白布35号其9

屏風下張布55号（142）

屏風下張布55号
布断片
布断片

緑絁紅絁袷覆残欠 6号其2

白布36号（143）

白布24号（144）

白布34号（145）

白布 8号（雑39）（146）

白布23号（雑54）

揩布屏風袋52号

揩布屏風袋52号

揩布屏風袋52号

揩布屏風袋残欠47号‐5

芫花袋 4号
白布11号（雑42）
白布14号其1
揩布屏風袋断片64号‐10
（147）
揩布屏風袋 1号

№

39

40

41

42

追加10
43
44

45

46

47

追加11
追加12
追加13
追加14
34

48

49

50

119

51

52

53

54

55

115

117

追加15

56

追加16
144‐1
144‐2

追加35

57

58

59

60

61

62‐1

62‐2

62‐3

116

追加17
追加18
追加19

63

追加20

前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編
前編
前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

後編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編

後編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編

前編

前編

（１４５）
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二
〇
）
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附表 調庸関係銘文総覧
年月日

◎天平宝字2年10月

◎天平宝字7年10月

天平12年以降（郷制）～天平勝
宝8歳献納以前

◎天平勝宝4年10月1日

◎天平勝宝5年

◎天平勝宝4年10月

◎天平勝宝5年10月

◎天平勝宝5年10月

天平12年以降（郷制）

天平12年以降（郷制）

◎天平勝宝5年10月

◎天平勝宝4年10月

◎天平勝宝4年10月

◎天平宝字元年10月

◎天平15年10月

◎天平15年10月

天平12年以降（郷制）

◎天平勝宝4年

◎天平16年10月

◎天平勝宝5年11月
◎天平勝宝4年10月
天平勝宝8歳献納以前
◎天平13年10月
◎天平13年10月
天平13年10月（類集）
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝5年3月仁王会以前
天平12年以降（郷制）～天平勝
宝5年3月仁王会以前
◎天平感宝〔元年〕
◎天平13年10月
天平12年以降（郷制）
◎天平18年10月

◎天平感宝元年8月

◎天平勝宝4年10月

◎天平14年10月
◎天平勝宝3年10月
◎天平勝宝5年10月
◎天平勝宝4年10月
◎〔延〕暦9年…

◎天平13年10月
天平13年10月（類集）
天平12年以降（郷制）
◎天平17年10月
天平12年以降（郷制）

◎天平勝宝8歳10（11）月

◎天平勝宝8歳10月

◎天長5年11月

◎宝亀8年10月

国郡司
〔専ヵ〕当国司□正七位上林連広山
郡司副擬□領大初位上丈部直佐弥万呂

専当国司介従五位上佐伯宿祢美濃麻呂郡司擬主帳无位中臣部広敷

専当国司正八位上志貴上連秋嶋
郡司擬主政无位物部大川

専当国司史生正八位上志貴連秋嶋
郡司擬主帳従八位下□茨城□〔家依〕
専当国司史生正八位上高志史広道

郡司大領外正八位下壬生直足人
専当国司史生正八位上高志史広道

郡司大領外正八位下壬生直足人
専当国医…
郡司擬少領…

…
郡司主帳外大初位上他田舎人部〔高麿カ〕
〔郡司大〕領外正八下壬生直足人
専当国司史生正八位上志貴連秋嶋
郡司擬少領无位中臣鹿嶋連浪足

専当国司大掾正六位上池原君豊石
郡司擬少領大初位下宇治部大成

専当国司史生正八位上…
郡司擬大領外従七位下…

専当国司史生正八位上志貴連秋嶋
郡司擬少領无位君子部臣足

主当国司介正六位上勲十二等茂…
郡司大領代梔前部君賀味麻呂

主当国司正六位上行介阿倍朝臣息道郡司擬少領无位他田部君足人
〔主当〕…

専当国司大掾正六〔位〕上〔石〕□朝臣□万呂
郡司大領外正□位上□□□□

専当国司少目外少初位勲七等茨田連継足郡司大領外従七位位上勲七等谷直国主

専当国司大目正六位上勲八等簀秦恵師麻呂郡司大領外従七位上日下部使主山主

品目

黄絁壹端

調曝布壹端

調壹端

常陸国交易

調壹端

調布壹端

調布壹端

白曝調布壹端

調布壹端

調曝布壹端

調布壹端

調曝布壹端

調布壹端
調布壹端

調布壹端

調曝壹端

調壹端

〔調〕布壹端

調布一端
調布一端

庸布壹段

庸布壹段

調布壹端
調布壹端
調布壹端

庸布壹段

調黄壹匹

…布壹段

調庸 一端
調庸 一端
…壹端
調 庸布壹端
調 庸布壹端

調細布壹端

調細布壹端

庸壹段

細布調壹端

郡郷里以下

筑波郡筑波郷

筑波郡

筑波郡栗原郷

（筑波郡？）
栗原郷

信太郡大野郷

信太郡嶋〔津〕郷

茨城郡大幡郷

行方郡逢鹿郷

行方郡逢鹿郷

行方郡高家郷

行方郡行方郷

（行方郡）

鹿島郡高家郷

那賀郡吉田郷

那賀郡高安郷

那賀郡荒墓郷
那賀郡荒墓郷

久慈郡（住浮
浪人下野国河
内郡白髪郷）

多珂郡棚藻駅

那須郡熊田郷
那須郡熊田郷

碓氷郡飽馬郷

多胡郡山部郷

群馬郡利□郷
緑野郡小野郷
群馬郡嶋名郷

佐位郡佐位郷

新田郡淡甘郷

那波郡割戸…

匝瑳郡磐室郷
匝瑳郡磐室郷
匝瑳郡中村郷
相馬郡大井郷
相馬郡大井郷

朝夷郡満禄郷

長狭郡酒井郷

市原郡海部郷

周准郡額部郷
（金光明寺封）

国名

常陸

常陸
未詳

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸

常陸
常陸

常陸

常陸

常陸
常陸
常陸
常陸
常陸
下野
下野
下野

上野

上野

上野
上野
上野
上野

上野

上野

上野
上野
上野
上野
上野
上野
下総
下総
下総
下総
下総
下総
下総

上総

上総

上総

上総

『銘文集成』名称（図版№）

黄絁袷幡鎮袋（95）

緋絁断片
緋絁断片

白布27号其1（96）

屏風下張布（97）

鍾乳床裹（98）

屏風下張布（99）

馬鞍腹帯（100）

臈蜜袋 2号（101）

布袋14号

布� 衣45号（102）

白布18号（103）

白布

人参袋 4号（104）

白布30号（雑61）（105）

白布 9号其1（106）

白布10号（107）
白布45号（108）
白布51号

白布40号其1（109）

太孤児面袋（110）

紫綾几褥心布
両口布袋22号
揩布屏風袋残欠64号‐21
人参袋 2号
屏風下張布11号
白布21号（111）
白布（112）
白布

揩布屏風袋 3号（113）

揩布屏風袋 3号（114）

揩布屏風袋 3号
白布11号（115）
白布 4号其1（116）
白布（117）

揩布屏風袋 2号（118）

黄絁 緋絁黄絁合縫（119）

布袋15号
屏風心布
屏風麻布心 大65枚の内
布襪 深形其5
白布28号（雑59）其1
布天蓋 雑28号
白布23号（120）
白布19号其1（121）
緋絁櫃綱布心
両口布袋 7号（122）
両口布袋 7号（123）
師子布�24号
白布35号其1

浅縹布 2帖の内其2（125）

胡粉絵浅縹布幕 2帖の内其1
（126）

白布18帖の内其1（127）

白布9号（雑40）（128）

№

1

2‐1
2‐2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16
17
139

18

19

131
132
121

追加1
追加2
20
21

追加3

22‐1

22‐2

追加4
23
24
25

26

27

28
29

追加5
127

追加6
追加7
30
31
32
33‐1
33‐2
追加8
追加9

35

36

37

38

後編

後編
後編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編

前編
前編
前編

前編

前編

前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編

前編

前編

前編
前編
前編
前編

前編

後編

前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編
前編

前編

前編

前編

前編

（１４４）

（
二
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）
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